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The Relations among the Three Kinds of the Old Buddhist Manuscripts in the

Japanese Collection and Woodblock Print Canons: With Reference to the

Puchao Sanmei Jing

Tensho Miyazaki

This paper mainly aims to explore how Chinese Buddhist canons are transmitted and

related to each other by investigating variant readings shared among the available extant

materials of one specific Buddhist text, the Puchao Sanmei Jing (PSJ), which is one of the
extant Chinese versions of the *Ajātaśatrukaukr

̇
tya(prati)vinodana, translated by

Dharmarakṣa in the third century.

This paper directly examines the following eight kinds of Chinese Buddhist

canons and materials:
袁 Three kinds of old Buddhist manuscripts in the Japanese collection:

Shogozo scrolls, Nanatsu-dera canon, Kosho-ji canon.
袁 Four kinds of woodblock print canons: First Koryo canon, Second Koryo

canon, Fuzhou canon preserved in the Imperial Household Agency, and

Qisha canon.
袁 Fangshan stone sutra, which seems to be based on the Qidan (Khitan)

canon.

In addition, for the sake of convenience, I will consult the variant readings of the Sixi
(Song), Puningshi (Yuang) and Jiaxing (Ming) canons recorded in the footnotes of the

Taisho canon.

The Jingnan canons, that is, the Fuzhou, Qisha, Sixi, Puningshi, and Jiaxing

canons, include the four-volume version of the PSJ. They also share so many variant

readings that they seem to form a group independent of the three-volume version of the

PSJ in the other canons and materials. According to the accounts on the PSJ in the

traditional translation catalogs, the three-volume version of the PSJ and the four-volume

version of the PSJ seem to have been separated at latest before the sixth century, and its

four-volume version has been circulated around the Jingnan region since the sixth century.

Therefore, the four-volume version of the PSJ in the Jingnan canons could be based on

such a version of the PSJ circulated in the Jingnan area.

The investigations of variant readings shared among the three kinds of old

Buddhist manuscripts in the Japanese collection and shared between the two versions of

Koryo canons confirm that they form two different groups: one is the old Buddhist

manuscripts in the Japanese collection group, and the other is the Koryo family. In the

former, the Shogozo scroll seems to be the ancestor of the other two because of its history

and its few unique variants. For the Koryo family, the two versions are siblings whose

parent is the Kaibao canon, the first woodblock print canon, because they have apparent

differences in line breaks and paragraphs.

It is remarkable that the first Koryo canon and the three kinds of Japanese

manuscript canons share a significant number of variant readings, especially in Volumes II

and III. In contrast, the first volume includes only one meaningful variant shared by the

above materials. As far as Volumes II and III are concerned, I can assume that the first

Koryo canon is quite close to the old Buddhist manuscripts in the Japanese collection,

especially the Shogozo scrolls. On the other hand, the first volume is not so close. At this

point, I suggest the possibility that the first volume of the First Koryo canon or is ancestor

was revised by consulting with the other material(s), which might be quite close to the

Khitan canon.
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第
一
節

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
竺
法
護
訳
『
普
超
三
昧
経
』
と
い
う
個
別
の
漢
訳
典
籍
を
取
り
上
げ
て
、

日
本
古
写
経
三
種
と
版
本
大
蔵
経
諸
本
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
、
主
に
諸
本
間
で
み
ら
れ

る
異
読
の
共
有
関
係
か
ら
探
る
こ
と
を
試
み
る
。
導
入
と
な
る
本
節
で
は
、
は
じ
め
に
、

竺
法
護
訳
『
普
超
三
昧
経
』
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
た
の
ち
、
本
稿
で
扱
う
大
蔵
経
諸

本
の
資
料
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

第
一
節
第
一
項

竺
法
護
訳
『
普
超
三
昧
経
』
に
つ
い
て

竺
法
護
訳
『
普
超
三
昧
経
』
は
〈
阿
闍
世
王
経
〉
の
現
存
す
る
漢
訳
完
本
の
一
種
と
し

て
知
ら
れ
る
。〈
阿
闍
世
王
経
〉
に
は
完
本
と
し
て
、
他
に
は
支
婁
迦
讖
訳
『
阿
闍
世
王

経
』
と
宋
・
法
天
訳
『
未
曽
有
正
法
経
』、
お
よ
び
、
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
一
種
が
現
存
す
る
。

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
本
に
つ
い
て
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
出
土
の
断
片
や
チ
ベ
ッ
ト
で
発
見

さ
れ
た
抄
本
が
知
ら
れ
る
だ
け
で
、
現
時
点
で
完
本
の
現
存
は
確
か
め
ら
れ
て
い
な
い
。

ほ
か
に
部
分
訳
と
し
て
は
失
訳
『
放
鉢
経
』
が
現
存
す
る
。
竺
法
護
訳
『
普
超
三
昧
経
』

は
現
存
す
る
〈
阿
闍
世
王
経
〉
完
本
諸
本
の
う
ち
で
は
、
支
婁
迦
讖
訳
に
つ
い
で
二
番
目

に
古
い
も
の
で
あ
る(1
)。

三
世
紀
後
半
か
ら
四
世
紀
初
頭
に
か
け
て
活
躍
し
た
翻
訳
僧
で
あ
る
竺
法
護
は
敦
煌
の

出
身
と
さ
れ
、『
普
超
三
昧
経
』
の
他
に
『
正
法
華
経
』
や
『
光
讃
般
若
』
な
ど
の
多
数

の
大
乗
経
典
な
ど
を
訳
出
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
鳩
摩
羅
什
が
活
躍
す
る
よ
り
前
の
、

古
訳
時
代
を
代
表
す
る
訳
経
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
現
存
最
古
の
経
録
で
あ
る
『
出
三
蔵

記
集
』
の
記
録
に
よ
れ
ば
、『
普
超
三
昧
経
』
は
太
康
七
年
（
二
八
六
）
に
訳
出
さ
れ
た
と

さ
れ
る
。
既
に
先
行
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
同
年
に
は
、
長
安
に
て
『
正

法
華
経
』
や
『
持
心
梵
天
所
問
経
』『
光
讃
般
若
』
が
竺
法
護
に
よ
っ
て
訳
出
さ
れ
た
と

み
ら
れ
、
彼
の
翻
訳
活
動
が
ひ
と
つ
の
盛
期
を
迎
え
て
い
た
頃
に
訳
出
さ
れ
た
典
籍
の
ひ

と
つ
と
推
測
で
き
る(2)。

次
に
、
経
典
の
タ
イ
ト
ル
、
経
題
に
つ
い
て
は
、「
大
正
新
脩
大
蔵
経
」（
大
正
蔵
）
の

巻
上
の
冒
頭
お
よ
び
同
目
録
で
は
「
文
殊
支﹅

利
普
超
三
昧
経
」
と
記
載
さ
れ
る
が
、
傍
点

を
施
し
た
よ
う
に
、
通
常
の
M
añju
rīの
音
写
語
「
文
殊
師﹅

利
」
と
は
異
な
る
。
こ
れ

に
関
し
て
は
、
管
見
の
限
り
、
近
世
以
前
の
大
蔵
経
諸
本
に
、
そ
の
よ
う
な
経
題
を
そ
な
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え
た
も
の
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
は
「
大
日
本
校
訂
大
蔵
経
」（
縮
蔵
）
で

み
ら
れ
た
誤
植
を
大
正
蔵
が
受
け
継
い
だ
も
の
と
推
測
さ
れ
る(3)。
正
し
く
は
「
文
殊
師﹅

利

普
超
三
昧
経
」
と
表
記
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
文
殊
師
利
」
を
含
ん
だ
経
題

は
今
回
扱
う
諸
本
の
い
く
つ
か
で
も
確
認
で
き
る
が
、
次
節
で
確
認
す
る
経
録
の
記
述
の

多
く
で
は
、「
文
殊
師
利
」
の
表
記
は
現
れ
ず(4)、
同
時
に
、
同
経
の
な
か
で
M
añju
rīが

訳
出
さ
れ
る
際
に
は
、
音
写
語
の
「
文
殊
師
利
」「
文
殊
」
は
一
度
も
用
い
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
後
世
の
伝
承
過
程
に
お
い
て
付
加
さ
れ
た
も
の
と
推
測
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
『
普
超
三
昧
経
』
の
名
で
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

巻
数
構
成
に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る
大
蔵
経
諸
本
に
よ
っ
て
三
巻
本
の
も
の
と
四
巻
本

の
も
の
が
み
ら
れ
る
が(5)、
こ
れ
に
つ
い
て
は
経
録
類
の
記
述
と
併
せ
て
後
ほ
ど
詳
し
く
検

討
す
る
。

第
一
節
第
二
項

本
稿
で
検
討
対
象
と
す
る
写
本
一
切
経
お
よ
び
版
本
大
蔵
経
の
諸

本
に
つ
い
て

本
項
で
は
次
節
以
降
で
検
討
す
る
写
本
一
切
経
お
よ
び
版
本
大
蔵
経
の
諸
本
に
つ
い
て

概
観
す
る
。

1

日
本
古
写
経
の
三
種
袞
聖
語
蔵
経
巻
、
七
寺
一
切
経
、
興
聖
寺
一
切
経

本
稿
で
は
、
日
本
に
伝
存
す
る
古
写
一
切
経
の
う
ち
、
①
聖
語
蔵
経
巻
、
②
七
寺
一
切

経
、
③
興
聖
寺
一
切
経
の
三
種
を
直
接
扱
う
。
①
は
奈
良
・
東
大
寺
の
塔
頭
で
あ
る
尊
勝

院
聖
語
蔵
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
、
奈
良
時
代
天
平
期
に
書
写
さ
れ
た
経
巻
や
そ
れ
以
降
に

日
本
で
書
写
あ
る
い
は
刊
行
さ
れ
た
も
の
、
中
国
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
経
巻
な
ど
を
集
成

し
た
も
の
で
あ
る
。
②
と
③
は
と
も
に
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
本
邦
で
書
写

さ
れ
た
写
本
一
切
経
を
主
体
と
す
る
。

①
聖
語
蔵
経
巻
は
、
奈
良
朝
に
お
い
て
国
家
的
事
業
と
し
て
書
写
さ
れ
た
写
本
一
切
経

数
種
を
母
体
と
し
な
が
ら(6
)、
様
々
な
来
歴
を
持
っ
た
経
巻
が
長
年
に
わ
た
っ
て
集
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
現
在
、
お
よ
そ
五
千
巻
が
伝
わ
る
。
あ
と
に
み
る
二
種
の
古
写
一
切
経

が
そ
の
当
初
か
ら
一
切
経
と
し
て
書
写
す
る
こ
と
が
企
図
さ
れ
、
整
備
さ
れ
た
も
の
を
主

体
と
す
る
の
と
は
異
な
る
。
大
正
新
脩
大
蔵
経
編
纂
の
際
に
は
校
合
の
た
め
に
閲
覧
す
る

こ
と
が
特
別
に
許
さ
れ
た
聖
語
蔵
経
巻
だ
が
、
そ
れ
ら
を
研
究
者
が
用
い
る
こ
と
は
長
年

容
易
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
、
こ
の
貴
重
な
経
巻
群
を
デ
ジ
タ
ル
撮
影
し
た
も

の
が
、『
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
所
蔵

聖
語
蔵
経
巻
』（
丸
善
（
現
在
は
丸
善
雄
松
堂
）、

二
〇
〇
〇
〜
）
と
い
う
か
た
ち
で
発
行
さ
れ
、
研
究
者
が
そ
れ
ら
を
参
照
す
る
こ
と
は
か

な
り
容
易
に
な
っ
た
。
本
稿
で
も
そ
の
画
像
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
。

そ
の
聖
語
蔵
経
巻
に
含
ま
れ
る
『
普
超
三
昧
経
』
三
巻
に
つ
い
て
は
、
唐
代
の
中
国
か

ら
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
経
巻
を
意
味
す
る
「
唐
経
」
と
し
て
分
類
さ
れ
て
き
た
も
の
で

あ
り
、
隋
代
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
「
隋
経
」
と
並
ん
で
、
聖
語
蔵
経
巻
の
な
か

で
も
数
が
限
ら
れ
る
、
非
常
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、「
隋
経
」

「
唐
経
」
の
よ
う
に
、
中
国
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
経
巻
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
も
の
の

中
に
は
、
朝
鮮
半
島
や
日
本
で
書
写
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
も
の
も
混
入
し
て
い
る
例
も
報

告
さ
れ
て
い
る(7)。
た
だ
し
、
聖
語
蔵
経
巻
の
『
普
超
三
昧
経
』
三
巻
に
つ
い
て
、
筆
者
が

そ
の
現
物
を
調
査
す
る
こ
と
も
難
し
く
、
た
と
え
そ
れ
が
叶
っ
た
と
し
て
も
、
当
該
の
経

巻
が
中
国
か
ら
渡
来
し
た
も
の
か
否
か
を
判
別
す
る
手
段
お
よ
び
能
力
を
筆
者
は
持
ち
合

わ
せ
て
お
ら
ず
、
と
り
あ
え
ず
は
従
来
の
分
類
に
従
っ
て
「
唐
経
」
と
み
て
お
く
。
ま
た
、

三
巻
の
い
ず
れ
に
も
奥
書
等
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
経
巻
の
来
歴
を
た
ど
る
こ
と
は
難
し
い
。
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た
だ
し
、
い
ず
れ
の
経
巻
に
も
捺
さ
れ
て
い
る
「
東
大
寺
印
」
の
印
影
か
ら
は
八
世
紀
後

半
ま
で
に
東
大
寺
に
納
入
さ
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る(8)。

書
写
の
形
式
は
一
行
十
七
文
字
の
唐
代
写
経
の
標
準
的
な
も
の
で
あ
り
、
端
正
な
文
字

で
書
写
さ
れ
て
い
る
。
注
意
を
引
く
点
と
し
て
は
、
他
本
と
校
合
し
て
、
も
と
の
読
み
を

訂
正
し
た
よ
う
形
跡
は
、
管
見
の
限
り
、
見
受
け
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
中
国
よ
り
も
た
ら

さ
れ
た
舶
来
の
経
巻
と
し
て
、
写
経
の
際
の
藍
本
、
あ
る
い
は
勘
経
の
際
の
証
本
な
ど
と

し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

次
に
み
て
い
く
、
②
七
寺
一
切
経
と
③
興
聖
寺
一
切
経
は
、
と
も
に
十
二
世
紀
後
半
の

平
安
時
代
末
期
、
中
央
で
は
な
く
、
地
方
に
お
い
て
書
写
さ
れ
た
紙
本
墨
書
の
一
切
経
で

あ
り
、
両
一
切
経
と
も
、
そ
の
主
要
部
分
に
関
し
て
は
五
、
六
年
ほ
ど
の
短
期
間
で
書
写

事
業
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
点
も
共
通
し
て
い
る
。

ま
ず
、
②
七
寺
一
切
経
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
承
安
五
年
（
一
一
七
五
）
か
ら
治
承
三

年
（
一
一
七
八
）
に
か
け
て
、
国
司
の
大
中
臣
安
長
の
発
願
に
よ
り
、
他
の
地
方
有
力
者

か
ら
の
寄
進
も
得
て
、
勧
進
僧
の
栄
芸
・
栄
俊
ら
を
中
心
と
す
る
総
勢
九
十
名
あ
ま
り
が

関
わ
る
か
た
ち
で
、
尾
張
・
美
濃
の
複
数
の
寺
院
に
て
書
写
さ
れ
た
一
切
経
で
あ
る(9)。
同

一
切
経
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
、
名
古
屋
市
中
区
の
七
寺
の
経
蔵
に
伝
存
し
、
四
九
五
四

巻
が
現
存
す
る
。
現
在
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
の
日
本
古
写
経
研
究
所
に
よ
っ
て
撮

影
・
公
開
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
稿
で
用
い
る
『
普
超
三
昧
経
』
に
つ
い
て
も
同
研
究

所
で
撮
影
・
公
開
し
て
い
る
も
の
を
利
用
す
る(10)。

七
寺
一
切
経
所
収
の
『
普
超
三
昧
経
』
に
関
し
て
は
、
巻
子
本
の
か
た
ち
で
三
巻
本
が

現
存
す
る
。
各
巻
の
奥
書
に
は
「
又
以
勝
本
一
校
了
」
と
い
う
も
の
が
見
え
る
だ
け
で
、

そ
の
具
体
的
な
書
写
さ
れ
た
年
代
を
知
る
こ
と
は
難
し
い
。
た
だ
し
、「
勝
本
」
に
よ
っ

て
校
合
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
か
、
行
間
に
記
さ
れ
た
異
読
が
相
当
数
確
認
で
き
る
こ
と
が

同
本
の
特
徴
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
。
あ
え
て
、「
勝
本
」
＝
優
れ
た
写
本
、
と
記
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
書
写
の
際
に
底
本
と
し
た
も
の
と
は
別
本
を
入
手
し
て
校
合
し
た
と

推
測
で
き
る(11
)。

そ
の
形
式
は
一
行
十
七
文
字
の
標
準
的
な
写
経
の
形
式
で
あ
り
、
次
の
興

聖
寺
一
切
経
と
比
べ
る
と
全
体
的
に
丁
寧
な
筆
致
で
書
か
れ
て
い
る
。

次
に
、
③
興
聖
寺
一
切
経
は
、
も
と
は
「
西
楽
寺
一
切
経
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
を

母
体
と
し
た
も
の
で
、
平
安
初
期
に
書
写
さ
れ
も
の
や
室
町
期
に
補
写
さ
れ
た
も
の
を
含

む
写
本
一
切
経
で
あ
る
。
母
体
と
な
っ
た
西
楽
寺
一
切
経
は
、
長
寛
元
年
（
一
一
六
三
）

か
ら
嘉
応
元
年
（
一
一
六
九
）
に
か
け
て
、
丹
波
の
亀
岡
盆
地
か
ら
綾
部
に
か
け
て
の
複

数
の
寺
院
に
お
い
て
、
信
西
な
ど
の
勧
進
僧
が
中
心
と
な
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
承
元
二
年
（
一
二
〇
八
）
以
降
は
山
城
・
海
住
山
寺
に
移
さ
れ
、
貞
応
三
年

（
一
二
二
四
）
に
は
、
同
寺
に
住
し
た
貞
慶
上
人
の
十
三
回
忌
に
あ
わ
せ
て
、
上
人
ゆ
か
り

の
薬
師
寺
の
僧
侶
ら
の
助
力
を
得
な
が
ら
欠
巻
の
補
写
が
な
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
慶
長
三

年
（
一
五
九
八
）
に
は
、
古
田
織
部
が
創
建
し
た
興
聖
寺
（
京
都
市
上
京
区
）
に
買
い
取
ら

れ
る
か
た
ち
で
移
さ
れ
、
現
在
ま
で
伝
存
し
て
い
る
巻
数
は
五
二
六
一
巻
を
数
え
る(12)。

興
聖
寺
一
切
経
所
収
の
『
普
超
三
昧
経
』
お
よ
び
『
阿
闍
世
王
経
』『
放
鉢
経
』
に
つ

い
て
は
、
二
〇
一
六
年
に
同
僚
で
あ
っ
た
大
谷
大
学
助
教
・
渡
邊
温
子
女
史
の
仲
介
に
よ

っ
て
、
当
時
、
同
寺
の
ご
住
職
で
あ
っ
た
長
門
玄
晃
師
よ
り
特
別
な
許
可
を
い
た
だ
い
て

撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
し
て
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。

七
寺
一
切
経
の
装
丁
は
巻
子
本
と
折
帖
本
に
改
装
さ
れ
た
も
の
が
混
在
し
て
い
る
が
、

興
聖
寺
一
切
経
に
つ
い
て
は
、
同
寺
開
山
の
虚
応
禅
師
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
全
巻
が
折
帖
へ
と

改
装
さ
れ
て
お
り
、『
普
超
三
昧
経
』
三
巻
も
折
帖
本
の
か
た
ち
で
伝
わ
る
。
巻
中
と
巻

下
の
奥
書
に
は
「
一
校
了
」
の
文
言
が
確
認
で
き
る
が
、
具
体
的
な
書
写
年
代
は
不
明
で

あ
る
が
、
京
都
府
教
育
委
員
会
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
平
安
年
間
の
書
写
と
さ
れ
る(13)。
そ
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の
形
式
は
先
の
二
本
と
同
様
、
一
行
十
七
文
字
を
原
則
と
す
る
標
準
的
な
写
経
形
式
を
と

る
。
一
部
で
筆
が
か
な
り
乱
れ
た
箇
所
も
含
む
が
判
読
不
能
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
。

本
稿
で
検
討
対
象
と
す
る
の
は
右
記
の
三
種
の
写
本
で
あ
る
が
、
現
在
筆
者
の
も
と
に

は
、
高
野
山
金
剛
峯
寺
所
蔵
の
中
尊
寺
金
銀
交
書
一
切
経
所
収
本
お
よ
び
石
山
寺
一
切
経

所
収
本
の
複
写
が
入
手
で
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
古
写
一
切
経
に
つ
い
て
は
近
く
調
査
を

進
め
る
予
定
で
あ
る(14)。

2

二
種
の
高
麗
大
蔵
経
と
房
山
石
経

次
に
版
本
大
蔵
経
に
つ
い
て
み
て
い
く
が
、
ま
ず
、
先
に
見
た
日
本
古
写
経
三
種
と
同

じ
く
、
三
巻
本
構
成
に
な
っ
て
い
る
、
高
麗
大
蔵
経
の
初
雕
本
と
再
雕
本
の
二
種
お
よ
び

契
丹
蔵
に
も
と
づ
い
た
と
さ
れ
る
房
山
石
経
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

ま
ず
、
④
高
麗
大
蔵
経
初
雕
本
は
、
十
一
世
紀
は
じ
め
に
高
麗
に
て
開
板
さ
れ
た
版
本

大
蔵
経
で
あ
る
。
同
大
蔵
経
は
、
十
世
紀
後
半
に
史
上
初
の
版
本
大
蔵
経
と
し
て
中
国
で

開
板
さ
れ
た
開
宝
蔵
を
底
本
に
し
た
と
さ
れ
、
そ
れ
と
同
じ
版
式
の
、
一
行
十
四
文
字
、

一
紙
二
十
三
行
を
原
則
と
す
る
。
同
大
蔵
経
は
十
一
世
紀
ご
ろ
か
ら
侵
犯
を
繰
り
返
す
契

丹
（
遼
）
の
退
散
を
願
っ
て
雕
造
さ
れ
た
が
、
版
木
は
十
三
世
紀
前
半
の
モ
ン
ゴ
ル
の
侵

攻
に
よ
っ
て
焼
失
し
、
全
蔵
を
伝
え
る
版
本
は
現
時
点
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

京
都
・
南
禅
寺
に
は
他
の
版
本
大
蔵
経
と
混
合
す
る
か
た
ち
で
ま
と
ま
っ
た
分
量
の
現
存

が
確
か
め
ら
れ
、
朝
鮮
半
島
な
ど
に
現
存
す
る
も
の
と
合
わ
せ
て
、
高
麗
蔵
初
雕
本
の
版

本
は
二
千
六
百
巻
ほ
ど
が
現
存
す
る
。
そ
れ
ら
の
現
存
す
る
経
巻
に
つ
い
て
は
、
当
初
は

高
麗
大
蔵
経
研
究
所
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
http://kb.sutra.re.kr/ritk_eng/index.do）
に

お
い
て
高
精
細
な
デ
ジ
タ
ル
カ
ラ
ー
画
像
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
て
い
た
も

の
の
、
そ
の
後
、
中
国
よ
り
、
域
外
漢
籍
珍
本
文
庫
編
纂
出
版
委
員
会
編
『
高
麗
大
蔵
経

初
刻
本
輯
刊
』（
西
南
師
範
大
学
出
版
社
、
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
二
）
と
い
う
か
た
ち
で
影

印
版
が
出
版
さ
れ
た
。
本
稿
で
扱
う
『
普
超
三
昧
経
』
三
巻
も
そ
の
影
印
本
を
利
用
す
る
。

同
経
に
つ
い
て
は
幸
い
に
し
て
三
巻
す
べ
て
が
現
存
す
る
が
、
巻
下
の
一
部
の
欠
損
が
み

と
め
ら
れ
る
。

次
に
、
⑤
高
麗
蔵
再
雕
本
は
、
右
記
の
と
お
り
、
十
三
世
紀
前
半
に
モ
ン
ゴ
ル
侵
攻
に

よ
っ
て
初
雕
本
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
そ
の
モ
ン
ゴ
ル
退
散
を
願
っ
て
高
麗
に
て

再
び
開
板
さ
れ
た
版
本
大
蔵
経
で
あ
り
、
一
二
四
八
年
ご
ろ
に
は
完
成
し
た
と
さ
れ
る
。

版
式
は
、
初
雕
本
と
同
じ
く
、
一
行
十
四
文
字
、
一
紙
二
十
三
行
を
原
則
と
す
る
。
そ
の

制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
単
に
初
雕
本
も
し
く
は
開
宝
蔵
を
覆
刻
し
た
の
で
は
な
く
、
契
丹

蔵
や
他
の
版
本
大
蔵
経
、
朝
鮮
国
内
に
伝
存
し
た
写
本
な
ど
を
用
い
て
校
合
し
、
校
訂
作

業
を
行
な
っ
た
と
さ
れ
、『
校
正
別
録
』
三
十
巻
と
い
う
か
た
ち
で
そ
の
記
録
も
残
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
版
木
は
韓
国
・
海
印
寺
に
現
存
し
、
版
木
の
総
数
か
ら
「
八
万
大
蔵
経
」

と
も
よ
ば
れ
、
所
蔵
寺
院
と
と
も
に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
日
本

に
は
室
町
期
以
降
に
招
請
さ
れ
た
高
麗
蔵
再
雕
本
の
版
本
が
複
数
伝
存
す
る(15)。
江
戸
時
代

に
行
わ
れ
た
、
明
・
嘉
興
蔵
に
も
と
づ
く
鉄
眼
版
と
高
麗
蔵
の
校
合
事
業
に
よ
っ
て
高
麗

蔵
の
方
が
優
れ
た
版
本
で
あ
る
と
い
う
評
価
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て(16)、
大
正
蔵
の

編
纂
に
あ
た
っ
て
は
、
増
上
寺
所
蔵
の
高
麗
蔵
再
雕
本
が
底
本
と
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
韓

国
・
東
国
大
学
校
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
影
印
版
を
利
用
す
る
。

高
麗
蔵
の
初
雕
本
お
よ
び
再
雕
本
で
の
『
普
超
三
昧
経
』
三
巻
に
付
さ
れ
る
千
字
文
号

は
「
恭
」
字
で
あ
る
。

次
に
、
⑥
房
山
石
経
で
あ
る
が
、
同
石
刻
経
は
北
京
郊
外
の
房
山
雲
居
寺
に
伝
わ
る
も

の
で
あ
り
、
隋
・
唐
代
の
頃
か
ら
制
作
が
始
ま
り
、
明
代
の
頃
ま
で
続
い
た
と
伝
わ
る
。

本
稿
で
扱
う
『
普
超
三
昧
経
』
に
つ
い
て
は
、「
遼
金
代
刻
経
」
に
分
類
さ
れ
る
。
そ
の

（ 40 ）



制
作
年
代
は
遼
の
道
宗
（
一
〇
五
六
〜
一
〇
九
三
）
の
頃
と
み
ら
れ(17
)、

遼
代
に
作
ら
れ
た

「
契
丹
蔵
」
と
よ
ば
れ
る
版
本
大
蔵
経
に
も
と
づ
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
契
丹
蔵
は
、
高

麗
蔵
初
雕
本
と
同
じ
頃
の
十
一
世
紀
前
半
に
遼
に
お
い
て
開
板
さ
れ
た
版
本
大
蔵
経
と
さ

れ
、
お
そ
ら
く
は
、
そ
の
支
配
域
で
あ
っ
た
燕
雲
十
六
州
の
近
辺
で
入
手
さ
れ
た
写
本
大

蔵
経
に
も
と
づ
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
版
本
の
現
存
は
ご
く
限
ら
れ
た
も
の
し

か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
房
山
石
経
の
遼
金
代
刻
経
の
多
く
は
契
丹
蔵
に
も
と
づ

く
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
姿
を
間
接
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
房
山
石
経
の
う
ち
、
契
丹

蔵
の
版
式
の
ま
ま
に
制
作
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
石
刻
経
で
は
、
一
行
十
七
文
字
の
標
準
的

な
写
経
形
式
と
同
じ
で
あ
る
が
、
用
い
ら
れ
る
千
字
文
号
が
他
の
版
本
大
蔵
経
と
は
異
な

る
こ
と
で
、
契
丹
蔵
に
も
と
づ
く
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
房
山
石
経
に
つ
い
て
は
、

中
国
仏
教
協
会
・
中
国
仏
教
図
書
文
物
館
編
『
房
山
石
経
』（
華
夏
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）

と
し
て
影
印
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
も
そ
ち
ら
を
利
用
す
る
。

房
山
石
経
所
収
の
『
普
超
三
昧
経
』
三
巻
に
つ
い
て
は
、
隋
・
唐
代
に
製
作
さ
れ
た
も

の
と
同
じ
く
、
縦
長
の
大
型
の
石
板
が
用
い
ら
れ
、
前
後
の
経
典
と
連
続
す
る
か
た
ち
で
、

全
部
で
七
枚
の
石
板
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
六
枚
目
の
石
板
は
損
傷
が
激
し
く
、

表
裏
と
も
文
字
を
ほ
と
ん
ど
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
同
経
に
割
り
振
ら
れ
る
千
字

文
号
は
「
鞠
」
字
で
あ
り
、
他
の
版
本
大
蔵
経
と
も
異
な
り
、
契
丹
蔵
に
も
と
づ
い
た
も

の
と
み
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
、
高
麗
蔵
初
雕
本
と
同
様
、
開
宝
蔵
を
覆
刻
し
た
版
本
大
蔵
経
と
し
て
、
華

北
を
支
配
下
に
お
い
た
女
真
族
が
建
て
た
金
朝
に
お
い
て
、
十
二
世
紀
中
頃
に
開
版
さ
れ

た
金
蔵
（
趙
城
金
蔵
、
広
勝
寺
本
な
ど
と
も
呼
称
）
が
知
ら
れ
る
。
金
蔵
の
版
本
は
長
ら
く

失
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
一
九
三
三
年
に
発
見
さ
れ
、
そ
の
影
印
版
は

「
中
華
大
蔵
経
（
漢
文
部
分
）」
な
ど
の
か
た
ち
で
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
今
回
扱

う
『
普
超
三
昧
経
』
は
、
再
発
見
さ
れ
た
金
蔵
の
版
本
に
は
伝
わ
ら
ず
、
今
回
の
調
査
に

用
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

3

江
南
諸
蔵
の
二
種
袞
宮
内
庁
所
蔵
の
福
州
版
と
磧
砂
蔵

十
二
世
紀
前
半
以
降
、
江
南
の
各
地
に
お
い
て
版
本
大
蔵
経
が
開
版
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
そ
れ
ら
は
や
が
て
、
明
代
の
洪
武
南
蔵
や
永
楽
南
蔵
・
北
蔵
、
嘉
興
蔵
、
清
代
の
龍

蔵
へ
と
受
け
継
が
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
明
代
以
降
に
中
国
で
開
版
さ
れ
た
版
本
大
蔵
経
は

い
ず
れ
も
基
本
的
に
は
江
南
諸
蔵
の
系
譜
に
連
な
る
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
江
南
諸
蔵
の

う
ち
、
限
ら
れ
た
も
の
を
扱
う
が
、
江
南
諸
蔵
所
収
の
『
普
超
三
昧
経
』
に
共
通
し
た
特

徴
と
し
て
、
四
巻
本
構
成
で
あ
る
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次

節
以
降
で
検
討
す
る
経
録
類
・
事
彙
類
に
み
ら
れ
る
記
述
も
考
慮
に
入
れ
て
検
討
す
る
。

本
稿
で
直
接
用
い
る
江
南
諸
蔵
は
、
⑦
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
の
福
州
版
と
⑧
磧
砂
蔵
の
二

点
で
あ
る
。

ま
ず
、
前
者
の
⑦
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
の
福
州
版
に
つ
い
て
は
、
元
は
京
都
・
法
華
山
寺

（
現
在
は
廃
寺
）
に
請
来
さ
れ
た
も
の
が
、
石
清
水
八
幡
宮
を
経
て
、
現
在
は
宮
内
庁
書
陵

部
の
所
蔵
・
管
理
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
、
六
二
六
四
帖
が
現
存
す
る(18)。

福
州
版
に
つ
い
て
は
、
東
禅
寺
本
が
一
一
一
二
年
に
完
成
し
た
の
ち
、
同
年
に
開
元
寺

本
が
開
板
さ
れ
、
一
一
五
一
年
に
完
成
し
た
と
さ
れ
る
。
日
本
に
は
鎌
倉
期
以
降
に
請
来

さ
れ
た
福
州
版
大
蔵
経
が
「
宋
版
一
切
経
」
と
し
て
複
数
伝
わ
る
が
、
い
ず
れ
も
両
本
の

混
合
蔵
で
あ
り
、
宮
内
庁
所
蔵
本
も
同
様
で
あ
る(19)。
そ
れ
ら
の
多
く
は
日
本
に
渡
っ
て
く

る
よ
り
前
か
ら
両
本
混
合
の
か
た
ち
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
東
禅
寺
本
と
開
元
寺
本
の
両

者
の
関
係
に
つ
い
て
は
未
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
点
が
多
く
残
る
も
の
の
、
両
本
は

深
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
元
来
は
民
間
の
発
願
に
よ
る
一
切
経
開
板
事
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業
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
皇
帝
に
も
認
め
ら
れ
、
東
禅
寺
本
は
「
崇
寧
蔵
」
と
も
呼
ば
れ
、

開
元
寺
本
は
「
毘
盧
蔵
」
と
も
呼
ば
れ
た
。

宮
内
庁
所
蔵
福
州
版
は
、
大
正
蔵
編
纂
の
際
に
も
対
校
本
と
し
て
用
い
ら
れ
、「
宮
本
」

と
も
呼
ば
れ
る
。
た
だ
し
、
大
正
蔵
で
の
異
読
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
限
ら
れ
た
時
間
で

の
閲
覧
・
調
査
で
あ
っ
た
た
め
か
、
遺
漏
が
比
較
的
多
い
と
さ
れ
る(20)。
近
年
、
そ
の
全
画

像
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
た
こ
と
で
、
従
来
に
比
べ
て
格
段
に
研
究
者
が
ア

ク
セ
ス
し
や
す
く
な
っ
た(21)。
本
稿
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
る
よ
り
前
、
二
〇

一
五
年
に
筆
者
が
宮
内
庁
書
陵
部
に
て
複
本
を
複
写
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
を
用
い
る
。

宮
内
庁
本
の
『
普
超
三
昧
経
』
四
巻
は
い
ず
れ
も
開
元
寺
本
で
あ
り
、
版
本
の
形
式
は
一

行
十
七
文
字
、
一
紙
三
十
行
で
あ
り
、
千
字
文
号
は
「
惟
」
が
振
ら
れ
る
。

次
に
、
⑧
磧
砂
蔵
で
あ
る
が
、
こ
の
版
本
大
蔵
経
は
大
正
蔵
の
対
校
本
に
も
用
い
ら
れ

ず
、
日
本
に
伝
わ
る
磧
砂
蔵
は
、
他
本
と
の
混
合
蔵
の
か
た
ち
で
一
部
伝
わ
る
も
の
は
い

く
つ
か
あ
る
が
、
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
は
杏
雨
書
屋
蔵
本
（
も
と
は
対
馬
・
厳
原
八
幡

宮
の
所
蔵
で
、
二
十
世
紀
は
じ
め
に
大
蔵
出
版
の
蔵
本
に
な
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
も
の
）
の
み

で
あ
り
、
日
本
の
研
究
者
に
は
や
や
馴
染
み
の
薄
い
版
本
大
蔵
経
の
ひ
と
つ
で
あ
る(22)。
中

国
で
は
一
九
三
一
年
に
西
安
で
磧
砂
蔵
の
版
本
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
影
印
版
は
幾
た
び
か

発
行
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
『
影
印
宋
元
版

磧
砂
大
蔵
経
』（
線
装
書
局
）
所
収
の
も

の
を
用
い
る
。

磧
砂
蔵
は
、
南
宋
代
の
一
二
一
六
年
に
平
江
・
磧
砂
延
聖
禅
院
で
開
板
が
始
め
ら
れ
た

が
、
当
初
は
個
人
に
よ
る
企
画
・
寄
付
で
開
始
さ
れ
た
事
業
で
、
そ
の
進
捗
は
緩
や
か
で

あ
り
、
一
二
七
六
年
に
南
宋
が
滅
ぼ
さ
れ
る
と
、
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
十
三
世
紀

末
の
元
代
に
事
業
が
再
開
さ
れ
て
、
全
蔵
が
完
成
し
た
は
十
四
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
と
み

ら
れ
る
。
南
宋
代
に
は
宋
・
思
渓
蔵
（
湖
州
版
）
を
底
本
と
し
、
元
代
の
再
開
以
降
は
普

寧
寺
蔵
を
底
本
と
し
た
と
み
ら
れ
る
。
元
代
の
普
寧
寺
蔵
も
思
渓
蔵
の
覆
刻
を
企
図
し
た

も
の
と
さ
れ
、
全
体
と
し
て
は
思
渓
蔵
の
系
譜
に
連
な
る
と
み
な
せ
る
版
本
大
蔵
経
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
明
代
の
洪
武
南
蔵
は
基
本
的
に
は
磧
砂
蔵
を
底
本
と
し
た
と
さ
れ
（
一

部
は
妙
厳
寺
版
を
底
本
と
す
る
）、
そ
の
後
の
永
楽
南
蔵
お
よ
び
北
蔵
、
清
代
の
龍
蔵
は
い

ず
れ
も
洪
武
南
蔵
の
流
れ
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
明
代
以
降
の
中
国
で
作
成

さ
れ
た
勅
版
の
大
蔵
経
諸
本
か
ら
み
て
、
磧
砂
蔵
は
か
な
り
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
言

え
る(23)。

磧
砂
蔵
本
所
収
の
『
普
超
三
昧
経
』
四
巻
は
、
福
州
版
と
同
じ
く
、
一
行
十
七
文
字
、

一
紙
三
十
行
の
版
本
形
式
を
原
則
と
し
、
千
字
文
号
も
同
じ
く
「
惟
」
が
振
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
以
上
の
二
種
の
江
南
諸
蔵
を
直
接
参
照
し
た
が
、
便
宜
的
に
、
大
正
蔵
お
よ

び
中
華
大
蔵
経
に
記
載
さ
れ
た
思
渓
蔵
（
宋
版
）、
普
寧
寺
蔵
（
元
版
）、
嘉
興
蔵
（
明
版
）

の
注
記
も
用
い
る
。
ち
な
み
に
、
今
後
は
増
上
寺
所
蔵
の
思
渓
蔵
と
普
寧
寺
蔵
、
な
ら
び

に
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
の
嘉
興
蔵
（
別
名
、
万
暦
版
。
白
金
・
瑞
聖
寺
の
旧
蔵
本
で
あ

り
、
関
東
大
震
災
後
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
）
に
つ
い
て
も
直
接
参
照
し
て
調
査
を
進
め
る
予

定
で
あ
る(24)。

第
一
節
第
三
項

本
稿
の
目
的
と
方
法

冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
本
稿
で
は
、
竺
法
護
訳
『
普
超
三
昧
経
』
に
つ
い
て
、
前

項
で
概
観
し
た
諸
本
間
に
み
ら
れ
る
異
読
の
共
有
関
係
か
ら
、
そ
れ
ら
の
相
互
関
係
に
つ

い
て
探
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
。

先
行
研
究
に
よ
っ
て
、
中
国
お
よ
び
朝
鮮
半
島
で
雕
造
さ
れ
た
、
版
本
の
漢
語
大
蔵
経

諸
本
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
三
種
の
類
型
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る(25)。
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右
記
の
な
か
で
、
契
丹
蔵
が
い
わ
ゆ
る
長
安
写
経
の
標
準
的
な
写
経
形
式
を
受
け
継
い

で
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
他
の
版
本
系
統
よ
り
優
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
一
方
、
史
上
初
の
版
本
大
蔵
経
で
あ
る
開
宝
蔵
に
つ
い
て
は
、
一
行
十
四
字
と

い
う
、
一
行
十
七
字
を
標
準
と
す
る
写
本
形
態
か
ら
す
る
と
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
版
式
で
あ

る
こ
と
と
、
蜀
（
四
川
地
方
）
と
い
う
辺
境
で
の
開
板
事
業
で
あ
っ
た
こ
か
ら
、
あ
ま
り

優
れ
た
版
本
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
見
方
も
さ
れ
て
い
る(26)。

右
の
類
型
に
つ
い
て
は
、
主
に
版
本
の
形
式
お
よ
び
千
字
文
号
の
割
振
に
も
と
づ
い
て

な
さ
れ
た
も
の
で
、
版
本
大
蔵
経
諸
本
の
系
統
を
考
え
る
上
で
有
益
な
も
の
で
あ
る
こ
と

に
疑
い
は
な
い
。

け
れ
ど
も
、
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
前
世
紀
の
末
か
ら
今
世
紀
に
入
っ
て
、
こ
れ
ま

で
研
究
者
ら
が
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
版
本
大
蔵
経
や
日
本
に
伝
来
す
る
古

写
一
切
経
の
諸
本
に
つ
い
て
、
先
人
ら
の
努
力
と
技
術
の
進
歩
が
相
ま
っ
て
、
研
究
者
が

直
接
参
照
す
る
こ
と
が
か
な
り
容
易
に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
資
料
を
用
い
て
、
個
別

の
典
籍
に
つ
い
て
調
査
を
深
め
る
こ
と
で
、
右
記
の
よ
う
な
版
本
大
蔵
経
諸
本
の
類
型
に

関
し
て
、
実
証
的
あ
る
い
は
批
判
的
な
研
究
を
す
べ
き
時
、
で
き
る
時
に
な
り
つ
つ
あ
る

と
筆
者
は
考
え
て
い
る(27)。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
不
可
能
に
近
か

っ
た
聖
語
蔵
経
巻
が
デ
ジ
タ
ル
媒
体
の
か
た
ち
で
公
表
さ
れ
、
ま
た
、
各
寺
院
で
長
年
に

わ
た
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
写
本
一
切
経
や
版
本
大
蔵
経
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
に

比
べ
て
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
期
に

か
け
て
書
写
・
編
纂
さ
れ
た
古
写
一
切
経
に
つ
い
て
は
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
附
置

の
日
本
古
写
経
研
究
所
で
撮
影
・
公
開
が
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
め
ざ
ま
し
い
成
果
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。
す
で
に
、
落
合
俊
典
先
生
が
各
所
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、

本
邦
の
写
本
一
切
経
は
や
や
時
代
が
下
る
十
二
世
紀
ご
ろ
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら

は
基
本
的
に
八
世
紀
の
天
平
期
に
書
写
さ
れ
た
写
本
一
切
経
の
系
譜
を
承
け
た
も
の
で
あ

り
、
ひ
い
て
は
当
時
の
中
国
・
唐
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
写
本
群
に
連
な
る
系
統
で
あ
る(28
)。

す
な
わ
ち
、
日
本
に
伝
来
す
る
古
写
一
切
経
の
諸
本
は
、
版
本
大
蔵
経
が
制
作
さ
れ
る
よ

り
前
の
、
写
本
と
し
て
流
布
し
て
い
た
漢
文
仏
教
典
籍
の
姿
を
探
る
の
に
有
効
な
手
が
か

り
と
な
り
う
る
貴
重
な
資
料
群
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
右
記
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
手
順
で
検

討
を
進
め
る
。

ま
ず
、
四
巻
本
構
成
で
あ
る
江
南
諸
蔵
諸
本
に
共
有
さ
れ
る
異
読
を
提
示
し
て
、
そ
れ

ら
が
三
巻
本
構
成
を
と
る
他
本
と
は
異
な
る
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
を
確
か
め

る
。
さ
ら
に
、
外
的
な
資
料
と
し
て
経
録
類
お
よ
び
事
彙
類
に
お
け
る
『
普
超
三
昧
経
』

の
巻
数
に
つ
い
て
の
記
述
を
精
査
し
、
同
経
の
四
巻
本
と
三
巻
本
の
由
来
・
来
歴
を
探
る

こ
と
を
試
み
る
（
以
上
、
第
二
節
）。

次
に
、
三
巻
本
を
含
む
諸
本
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
主
に
異
読
の
共
有
関
係
か
ら
検
討

す
る
。
ま
ず
、
日
本
古
写
経
の
三
種
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
特
に
本
経
に
関

し
て
は
、
中
国
に
由
来
す
る
と
み
ら
れ
る
聖
語
蔵
経
巻
本
が
現
存
し
、
そ
れ
と
の
平
安
写

本
一
切
経
二
種
と
の
具
体
的
な
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
次
に
高

麗
蔵
の
二
種
、
初
雕
本
と
再
雕
本
の
関
係
に
つ
い
て
も
に
検
討
す
る
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
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版　

式

現
存
大
蔵
経
資
料
の
具
体
例

【
第
一
類
】
開
宝
蔵
系

一
行
十
四
字
、
一
紙
二
十
三
行

高
麗
蔵
（
初
・
再
）、
金
蔵

【
第
二
類
】
契
丹
蔵

一
行
十
七
字
、
一
紙
二
七
〜
二
八
行
房
山
石
経

【
第
三
類
】
江
南
諸
蔵

一
行
十
七
字
、
一
紙
三
十
行

福
州
版
、
思
渓
蔵
、
磧
砂
蔵
な
ど

表
1

版
本
大
蔵
経
の
三
類
型
（
禿
氏
・
竺
沙
両
氏
提
案
の
も
の
に
よ
る
）



房
山
石
経
を
含
む
、
三
巻
本
の
か
た
ち
を
と
る
諸
本
六
種
の
関
係
に
つ
い
て
、
異
読
の
共

有
関
係
か
ら
探
る
こ
と
を
試
み
る
（
以
上
、
第
三
節
）。

最
後
に
、
そ
れ
ま
で
の
検
討
を
総
括
す
る
と
と
も
に
、『
普
超
三
昧
経
』
諸
本
に
関
す

る
暫
定
的
な
伝
承
系
統
図
を
示
し
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
も
述
べ
る
（
第
四
節
）。

第
二
節

江
南
諸
蔵
所
収
の
四
巻
本
と
他
本
所
収
の
三
巻
本
の
来
歴
と

相
互
関
係

第
二
節
第
一
項

江
南
諸
蔵
所
収
の
四
巻
本
に
共
有
さ
れ
る
異
読

ま
ず
、
江
南
諸
蔵
で
の
み
共
有
さ
れ
る
異
読
を
提
示
す
る
。
こ
れ
ら
の
異
読
は
、
江
南

諸
蔵
の
四
巻
本
が
、
伝
承
系
統
に
お
い
て
、
他
本
の
三
巻
本
と
は
異
な
る
別
の
グ
ル
ー
プ

を
形
成
し
て
い
る
こ
と
を
示
す(29)。

（ 44 ）

【巻
第
一
】

●
塵
／
塵
労
(三
)(宮
)(磧
)(四
〇
七
上
六
)

●
世
法
／
世
染
(三
)(宮
)(磧
)(同
右
)

●
無
饐
礙
鎧
(三
)(宮
)(磧
)／
無
難
鎧
無

罣
礙
鎧
(再
)／
無
難
鎧
無
礙
鎧
(房
)／

無
罣
礙
鎧
(初
)／
無
礙
鎧
(聖
)(七
)

(興
)(四
〇
七
中
八
)

●
業
起
／
起
業
(三
)(宮
)(磧
)(四
〇
八
上

一
三
)

●
琦
珍
(三
)(宮
)(磧
)／
珂
珍
(初
)(再
)／

奇
珍
(聖
)(七
)(興
)(房
)(四
〇
八
中
一

六
)

●
「
其
翫
習
者
則
謂
為
名
…
其
翫
習
者
則

謂
報
応
…
其
翫
習
者
則
謂
我
所
…
其
翫

習
者
則
謂
慳
貪
…
其
翫
習
者
則
謂
犯

戒
」
(三
)(宮
)(磧
)
で
は
い
ず
れ
も

「
則
｣／
(初
)
(再
)
で
は
「
即
｣／
om
.

(聖
)(七
)(興
)(房
)(四
〇
九
上
二
四
以

下
)

●
罪
／
罪
法
(三
)(宮
)(磧
)(四
〇
九
中
一

一
)

●
諸
漏
／
諸
有
漏
(三
)(宮
)(磧
)(四
〇
九

中
一
二
)

●
諸
通
慧
／
諸
通
慧
者
(三
)(宮
)(磧
)(四

〇
九
中
一
八
)

●
軟
首
／
軟
首
童
真
(三
)(宮
)(磧
)(四
〇

九
下
一
二
)

●
挙
鉢
品
／
奉
鉢
品
(三
)(宮
)(磧
)(四
一

一
上
九
)

●
随
取
／
遂
取
(三
)(宮
)(磧
)／
墜
取

(聖
)(七
)(興
)(四
一
一
上
一
七
)

●
大
目
連
／
大
目
連
言
(三
)(宮
)(磧
)(四

一
一
中
一
一
)

●
仏
言
／
仏
言
曰
(三
)(宮
)(磧
)(四
一
一

中
一
四
)

●
光
明
王
辺
／
光
明
王
(三
)(宮
)(磧
)(四

一
二
上
一
〇
)

●
自
白
仏
曰
／
白
仏
言
曰
(三
)(宮
)(磧
)

(四
一
二
上
一
三
〜
一
四
)

●
聖
衆
／
諸
聖
衆
(三
)(宮
)(磧
)(四
一
二

下
二
二
)

【巻
第
二
】

●
時
／
時
有
(三
)(宮
)(磧
)(四
一
三
下
一

五
)

●
如
来
／
如
来
来
(三
)(宮
)(磧
)(四
一
三

下
二
一
)

●
頸
著
／
頸
上
所
著
(三
)(宮
)(磧
)(四
一

三
下
二
九
)

●
一
万
衆
人
／
一
万
人
(三
)(宮
)(磧
)(四

一
四
中
二
七
)

●
応
時
彼
／
応
時
於
彼
(三
)(宮
)(磧
)(四

一
四
中
二
八
)

●
供
養
之
／
供
養
之
後
(三
)(宮
)(磧
)(四

一
四
下
三
)

●
邪
友
(三
)(宮
)(磧
)／
邪
支
(初
)(再
)／

邪
反
(聖
)(七
)(興
)(房
)(四
一
四
下
二

六
)

●
我
乎
世
尊
父
／
我
父
世
尊
久
(三
)(宮
)

(磧
)(四
一
五
上
一
一
〜
一
二
)

●
聞
深
妙
業
／
日
聞
深
法
(三
)(宮
)(磧
)

／
〓
深
法
業
(房
)(〓
：
illegible)(四
一

五
中
一
六
〜
一
七
)

●
無
所
不
作
／
無
不
作
(三
)(宮
)(磧
)(四

一
五
下
一
四
〜
一
五
)

●
不
俱
／
俱
不
(三
)(宮
)(磧
)(四
一
六
上

二
)
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●
求
塵
労
者
(三
)(宮
)(磧
)／
其
求
塵
労

者
(初
)(再
)／
其
求
塵
労
(聖
)(七
)(興
)

(房
)(四
一
六
上
六
)

●
所
求
／
所
不
求
(三
)(宮
)(磧
)(四
一
六

上
二
四
)

●
諸
法
／
法
(三
)(宮
)(磧
)(同
右
)

●
無
脱
／
無
解
脱
(三
)(宮
)(磧
)(四
一
六

中
三
)

●
故
／
故
故
(三
)(宮
)(磧
)(四
一
六
中
二

九
)

●
唯
／
唯
然
(三
)(宮
)(磧
)(四
一
六
下
六
)

●
未
曽
(三
)(宮
)(磧
)／
未
当
(聖
)／
未

嘗
(四
一
六
下
二
八
)

●
心
而
総
統
持
／
而
心
総
持
(三
)(宮
)

(磧
)(四
一
七
上
二
九
)

●
譬
／
譬
如
(三
)(宮
)(磧
)(四
一
七
下
一

九
な
ど
)

●
有
所
説
法
(三
)(宮
)(磧
)／
諸
所
説
法

(再
)(房
)／
者
所
説
法
(初
)(聖
)(七
)

(興
)(四
一
八
上
八
〜
九
)

●
衆
会
／
衆
集
会
(三
)(宮
)(磧
)(四
一
八

中
一
九
)

●
便
而
／
而
便
(三
)(宮
)(磧
)(四
一
八
中

二
五
)

●
無
相
／
無
相
故
(三
)(宮
)(磧
)(四
一
八

下
二
二
)

●
又
／
om
it(三
)(宮
)(磧
)(四
一
八
下
二

八
)

●
故
／
故
了
(三
)(宮
)(磧
)(四
一
九
上
六
)

●
儀
容
／
威
儀
容
(三
)(宮
)／
威
儀
客

(磧
)(四
一
九
上
一
〇
)

●
諸
仏
／
仏
(三
)(宮
)(磧
)(同
右
)

●
無
極
之
施
(三
)(宮
)(磧
)／
無
極
広
施

(再
)(房
)／
無
極
広
之
施
(初
)(聖
)(七
)

(興
)(四
一
九
中
六
)

●
塗
路
(三
)(宮
)(磧
)／
途
路
(初
)(再
)／

径
路
(聖
)(七
)(興
)(房
)(四
一
九
中
一

九
：
)

●
皆
有
(三
)(宮
)(磧
)／
遍
有
(初
)(再
)／

変
有
(聖
)(七
)(興
)(房
)(四
一
九
中
二

二
)

【巻
第
三
】

●
可
為
／
為
可
(三
)(宮
)(磧
)(四
一
九
下

一
一
)

●
譬
／
譬
若
(三
)(宮
)(磧
)(四
一
九
下
一

六
)

●
厳
荘
／
荘
厳
(三
)(宮
)(磧
)(四
二
〇
上

九
)

●
神
鬼
現
(三
)(宮
)(磧
)／
鬼
神
変
(初
)

(再
)／
鬼
神
現
(聖
)(七
)(興
)(房
)(四

二
〇
上
一
八
)

●
賜
／
阿
(三
)(宮
)(磧
)／
哀
(聖
)(七
)

(興
)(四
二
〇
下
一
三
)

●
無
侶
／
無
伴
侶
(三
)(宮
)(磧
)(四
二
一

中
一
五
)

●
斯
謂
／
謂
斯
(三
)(宮
)(磧
)(四
二
一
下

一
五
)

●
虚
空
(三
)(宮
)(磧
)／
虚
無
(初
)(再
)／

処
無
(聖
)(七
)(興
)／
処
住
(房
)(四
二

〇
下
一
六
)

●
無
本
／
本
無
(三
)(宮
)(磧
)(四
二
一
下

一
九
)

●
無
異
／
om
it(三
)(宮
)(磧
)(同
右
)

●
無
／
無
有
(三
)(宮
)(磧
)(四
二
二
上
八
)

●
不
汚
心
法
／
om
it(三
)(宮
)(磧
)(四
二

二
上
一
八
)

●
現
在
／
現
在
心
(三
)(宮
)(磧
)(四
二
二

上
二
五
)

●
不
見
其
身
／
其
身
不
見
(三
)(宮
)(磧
)

(四
二
二
中
一
九
)

●
以
／
om
it(三
)(宮
)(磧
)(四
二
三
上
二

六
)

●
不
為
／
為
不
(三
)(宮
)(磧
)(四
二
三
中

三
)

●
吾
在
／
在
吾
(三
)(宮
)(磧
)(四
二
三
下

一
)

●
無
有
実
者
／
無
而
有
実
(三
)(宮
)(磧
)

／
而
無
有
実
(聖
)(七
)(興
)(四
二
三
下

二
四
)

●
問
曰
／
問
(三
)(宮
)(磧
)(四
二
三
下
二

七
)

●
於
彼
／
彼
於
(三
)(宮
)(磧
)(四
二
四
上

四
)

●
汚
染
／
染
汚
(三
)(宮
)(磧
)(四
二
四
上

八
)

【巻
第
四
】

●
化
人
／
化
人
曰
(三
)(宮
)(磧
)(四
二
四

中
一
五
)

●
心
／
心
之
(三
)(宮
)(磧
)(四
二
四
中
二

八
)

●
至
得
羅
漢
／
得
羅
漢
(三
)(宮
)(磧
)(四

二
五
上
二
二
)



江
南
諸
蔵
の
み
に
共
有
さ
れ
る
異
読
が
右
記
の
よ
う
に
相
当
数
確
認
で
き
、
巻
数
構
成

が
他
本
と
は
異
な
る
四
巻
本
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
巻
本
の
か
た
ち
を
と
る
他
本
と
は

異
な
る
伝
承
系
統
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
は
ほ
ぼ
疑
い
な
い
。

第
二
節
第
二
項

経
録
類
・
字
彙
類
の
記
述
に
見
る
三
巻
本
と
四
巻
本
の
来
歴

次
に
、
江
南
諸
蔵
に
お
け
る
四
巻
本
『
普
超
三
昧
経
』
が
ど
う
い
っ
た
由
来
、
背
景
を

持
っ
た
も
の
を
探
る
た
め
に
、
経
録
類
や
事
彙
類
に
お
け
る
同
経
の
巻
数
に
つ
い
て
の
記

述
を
調
査
す
る
。

以
下
で
は
、
経
録
類
・
字
彙
類
の
記
述
を
年
代
順
に
追
う
が
、
そ
れ
ら
の
典
籍
が
編
纂

さ
れ
た
地
域
に
も
留
意
し
、
さ
ら
に
、
経
録
で
あ
れ
ば
そ
の
性
格
や
編
纂
事
情
、
具
体
的

に
は
、
現
物
に
よ
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
現
存
目
録
か
、
他
の
経
録
な
ど
の
記
述
を
集
成
・
整

理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
標
準
目
録
な
の
か
、
と
い
っ
た
違
い
に
つ
い
て
も
注

意
す
る
。

ま
ず
、
現
存
最
古
の
経
録
で
あ
る
『
出
三
蔵
記
集
』、
お
よ
び
同
じ
く
梁
代
に
編
纂
さ

れ
た
事
彙
類
二
種
の
記
述
を
あ
げ
る(30
)。

◉
僧
祐
撰
『
出
三
蔵
記
集
』（
梁
・
五
一
〇
〜
五
一
八
年
）

｢普
超
経
四
卷
一
名
〈
阿
闍
世
王
品
〉。『
安
録
』
亦
云
：

〈
更
出
阿
闍
世
王
経
〉。
或
為
三
巻
…

」（
大
正
蔵
五
五
巻

七
二
中
）

◯
宝
唱
等
集
『
経
律
異
相
』（
梁
・
五
一
六
年
）

｢出
阿
闍
世
王
経
下
巻
、
又
出
普
超
三
昧
第
二
第
三
巻
」（
大
正
蔵
五
三
巻

一
一
四

中
）

◯
宝
唱
（
？
）『
翻
梵
語
』（
梁
）

｢父
陀
尼
子
訳
曰
庄

厳
女
也

普
超
三
昧
経
第
二
巻
」（
大
正
蔵
五
四
巻

一
〇
〇
二
下
）

｢賓
咤
羅
地
獄
経
日

集
欲

普
超
三
昧
経
第
四
巻
」（
大
正
蔵
五
四
巻

一
〇
三
三
中
）

『出
三
蔵
記
集
』
で
は
、
本
文
で
は
「
四
巻
」
と
し
、
割
注
で
「
あ
る
い
は
三
巻
」
と

す
る
の
で
、
当
時
す
で
に
三
巻
本
と
四
巻
本
が
存
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
本
文
で

「
四
巻
」
を
採
用
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
編
者
の
僧
祐
が
実
見
し
た
も
の
が
四
巻
本
で
あ

っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か(31)。
同
じ
く
、
梁
で
活
躍
し
た
宝
唱
が
編
纂
し
た
と

さ
れ
る
典
籍
二
点
で
は
、
い
ず
れ
も
『
普
超
三
昧
経
』
は
四
巻
本
と
さ
れ
る(32)。
こ
れ
ら
の

記
述
か
ら
南
朝
・
梁
の
支
配
域
、
す
な
わ
ち
、
江
南
地
方
で
は
『
普
超
三
昧
経
』
は
四
巻

本
と
し
て
流
布
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

次
に
、
六
世
紀
末
に
隋
に
よ
っ
て
南
北
朝
が
統
一
さ
れ
た
直
後
に
編
纂
さ
れ
た
経
録
類
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●
天
中
天
／
天
中
之
天
(三
)(宮
)(磧
)(四

二
五
中
一
〇
〜
一
一
)

●
閻
浮
提
／
閻
浮
(三
)(宮
)(磧
)(四
二
五

下
四
)

●
溥
首
／
溥
首
童
真
(三
)(宮
)(磧
)(四
二

五
下
一
一
)

●
決
除
疑
網
／
決
於
疑
網
(三
)(宮
)(磧
)

／
決
疑
網
(聖
)(七
)(興
)(四
二
五
下
一

六
)

●
智
慧
度
無
極
／
智
度
無
極
(三
)(宮
)

(磧
)(四
二
六
上
一
一
〜
一
二
)

●
焰
迴
(三
)(宮
)(磧
)／
愛
徊
(初
)(再
)／

焰
煙
(聖
)(七
)(房
)／
㷔
㷔
(興
)(四
二

六
中
八
)

●
仏
故
／
故
仏
(三
)(宮
)(磧
)(四
二
七
上

一
八
)

●
以
加
／
加
以
(三
)(宮
)(磧
)(四
二
七
上

二
九
)

●
経
典
／
経
(三
)(宮
)(磧
)(四
二
七
下
一

〇
)

●
寇
逆
悪
賊
／
寇
賊
悪
逆
(三
)(宮
)(磧
)

(四
二
七
下
一
五
〜
一
六
)

●
不
能
得
／
不
得
(三
)(宮
)(磧
)(四
二
七

下
一
六
)

●
人
／
天
人
(三
)(宮
)(磧
)(四
二
八
上
一

四
)

●
諸
邪
行
／
諸
邪
見
行
(三
)(宮
)(磧
)(四

二
八
上
二
〇
)



の
記
述
を
み
て
い
く
。

*◯
法
経
等
撰
『
衆
経
目
録
』（
隋
・
五
九
四
年
）

｢普
超
三
昧
経
四
巻
晋
太
康
年

竺
法
護
訳
」（
大
正
蔵
五
五
巻

一
一
七
中
）

*◯
費
長
房
撰
『
歴
代
三
宝
紀
』（
隋
・
五
九
七
年
）

｢普
超
経
四
巻
太
康
七
年
出
。
第
二
訳
。
与
漢
世
支
讖
〈
阿
闍
世
王
経
〉
本
同
、
別
訳
。

亦
云
〈
普
超
三
昧
経
〉。
亦
云
〈
文
殊
普
超
三
昧
経
〉
見
竺
道
祖
雑
録

」（
大

正
蔵
四
九
巻

六
二
中
）

右
の
経
録
で
は
と
も
に
『
普
超
三
昧
経
』
は
四
巻
本
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、『
法
経
録
』

は
隋
に
よ
る
南
北
朝
の
統
一
後
間
も
な
く
、
統
一
王
朝
と
し
て
、
一
切
経
編
纂
の
基
準
と

す
べ
き
「
標
準
目
録
」
を
短
期
間
で
作
成
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
編

纂
に
も
参
画
し
て
い
た
費
長
房
は
、
自
身
が
編
纂
し
て
い
た
『
歴
代
三
宝
紀
』
に
も
同
様

の
も
の
を
付
加
し
た
と
さ
れ
る
。
右
の
記
述
は
と
も
に
、
現
物
の
典
籍
に
は
あ
た
ら
ず
、

先
行
す
る
経
録
類
、
お
そ
ら
く
は
先
に
確
認
し
た
よ
う
な
南
朝
、
江
南
地
方
で
編
纂
さ
れ

た
経
録
の
記
述
を
も
と
に
し
た
と
み
ら
れ
る
。

そ
れ
ら
に
対
し
て
、
次
に
掲
げ
る
、
七
世
紀
に
編
纂
さ
れ
た
経
録
類
・
事
彙
類
は
、
現

物
の
典
籍
に
よ
っ
た
記
述
と
み
ら
れ
、
い
ず
れ
も
長
安
近
辺
に
流
布
し
た
も
の
に
も
と
づ

い
た
と
み
ら
れ
る
。

●
彦
琮
撰
『
衆
経
目
録
』（
隋
・
六
〇
二
年
）

｢普
超
三
昧
経
三
巻

晋
太
康
年
竺
法
護
訳
」（
大
正
蔵
五
五
巻

一
五
六
中
）

●
玄
応
撰
『
一
切
経
音
義
』（
唐
・
七
世
紀
中
頃
）

｢普
超
三
昧
経
三
巻

玄
応
」（『
慧
琳
音
義
』
大
正
蔵
五
四
巻

五
一
八
下
／
五
二
〇

中
）

●
静
泰
撰
『
衆
経
目
録
』
＝
『
大
唐
東
京
大
敬
愛
寺
一
切
経
論
目
』（
唐
・
六
六
三
〜

六
六
五
年
）

｢普
超
三
昧
経
三
巻

六
十

七
紙
晋
太
康
年
竺
法
護
訳
」（
大
正
蔵
五
五
巻

一
九
〇
上
）

●
道
宣
撰
『
大
唐
内
典
録
』「
歴
代
衆
経
見
入
蔵
録
第
三
」（
＝
西
明
寺
の
蔵
経
検
出
用

目
録
、
唐
・
六
六
四
年
）

｢普
超
三
昧
経
三
巻
」（
大
正
蔵
五
五
巻

三
〇
六
上
）

最
初
の
『
彦
琮
録
』、
別
名
『
仁
寿
録
』
は
、
先
行
す
る
勅
撰
の
『
法
経
録
』
が
現
物

を
検
し
て
い
な
い
こ
と
を
省
み
て
、
実
際
の
典
籍
に
も
と
づ
い
て
編
ま
れ
た
「
現
存
目

録
」
で
あ
る
。
他
の
二
点
の
経
録
も
長
安
の
大
寺
院
の
現
存
一
切
経
目
録
で
あ
る
。
玄
応

は
玄
奘
の
も
と
で
翻
訳
事
業
に
従
事
し
た
人
物
で
、
そ
の
音
義
が
慧
琳
が
撰
し
た
『
一
切

経
音
義
』
に
含
ま
れ
、
三
巻
本
の
『
普
超
三
昧
経
』
が
言
及
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
か

ら
七
世
紀
の
隋
〜
唐
初
期
の
長
安
近
辺
で
は
三
巻
本
の
『
普
超
三
昧
経
』
が
流
布
し
て
い

た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

次
に
、
七
世
紀
末
の
『
大
周
録
』
以
降
の
経
録
類
の
記
述
を
み
て
い
く
が
、『
大
周
録
』

以
降
は
、
現
存
目
録
と
標
準
目
録
の
統
合
を
志
向
し
た
も
の
と
し
て
、
基
本
的
に
三
巻
本

と
四
巻
本
が
併
記
さ
れ
る
。

◉
明
佺
等
撰
『
大
周
刊
定
衆
経
目
録
』「
見
定
流
行
入
蔵
録
巻
上
」（
唐
（
武
周
)・
六

九
五
年
）

｢普
超
三
昧
経
一
部
三
巻
或
四
巻
。
第
二
出
。
与
漢
支
讖
〈
阿
闍
世
王
経
〉
同
本
別
訳
、

亦
云
〈
文
殊
普
超
三
昧
経
〉、
亦
云
〈
普
超
経
〉。
十
八
紙

」（
大

正
蔵
五
五
巻

四
六
三
上
）

◉
智
昇
撰
『
開
元
釈
教
録
』（
唐
・
七
三
〇
年
）

(有
訳
有
本
録
）「
普
超
三
昧
経
三
巻
或
上
加
「
文
殊
師

利
」
字
、
或
四
巻
西
晋
三
蔵
竺
法
護
訳
第
二
訳
」

（
大
正
蔵
五
五
巻
五
九
四
上
）

(入
蔵
録
上
）「
普
超
三
昧
経
三
巻
或
四
巻
。
或
上
加
「
文
殊
師
利
」
字
、
亦
直
云
〈
普
超
経

一
名
阿
闍
世
王
品
〉。『
安
公
録
』
云
〈
更
出
阿
闍
世
王
経
〉

六
十
八
紙
」（
大
正
蔵
五
五
巻
六
八
三
下
）
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◯
『
開
元
釈
教
録
略
出
』（
七
三
〇
年
以
降
）

｢普
超
三
昧
経
四
巻

西
晋
三
蔵
竺
法
護
訳
」（
大
正
蔵
五
五
巻

七
二
八
上
）

◉
『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』「
入
蔵
録
上
」（
唐
・
八
〇
〇
年
）

｢普
超
三
昧
経
三
巻
或
四
巻
。
上
加
「
文
殊
師
利
」
字
、
亦
直
云
〈
普
超
経
一

名
阿
闍
世
王
品
〉、『
安
公
録
』
云
〈
更
出
阿
闍
世
王
経
〉

六
十
八
紙
」

（
大
正
蔵
五
五
巻

一
〇
二
八
中
）

先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、『
大
周
録
』「
見
定
流
行
入
蔵
録
」
は
、
洛
陽
や
長
安
、
荊
州
な

ど
の
複
数
寺
院
の
蔵
経
目
録
（
＝
現
存
目
録
）
を
持
ち
寄
り
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
編
纂
さ

れ
た
と
さ
れ
る(33)。
す
な
わ
ち
、
三
巻
本
と
は
異
な
る
四
巻
本
が
い
ず
れ
か
の
寺
院
に
所
蔵

さ
れ
、
別
本
の
情
報
と
し
て
割
注
に
記
載
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。『
開
元
録
』「
入
蔵
録
」

で
は
「
見
行
入
蔵
」「
見
入
蔵
」
と
い
う
文
言
も
確
認
さ
れ
る
の
で
、
実
際
の
経
巻
を
確

認
し
て
の
編
纂
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、『
大
周
録
』
の
影
響
も
あ
り
、
後
世
の
扱
い
に
も

み
る
よ
う
に
、「
標
準
目
録
」
と
し
て
色
合
い
が
強
く
、
そ
の
「
有
訳
有
本
録
」「
入
蔵

録
」
と
も
に
、
三
巻
本
と
並
ん
で
四
巻
本
が
注
記
さ
れ
る
。

次
の
『
開
元
釈
教
録
略
出
』
に
つ
い
て
は
、『
大
周
録
』
以
降
の
経
録
で
唯
一
、
四
巻

本
の
み
が
記
さ
れ
る
。
先
行
研
究
の
中
に
は
、
同
経
録
は
智
昇
が
住
し
た
長
安
・
西
崇
福

寺
の
経
蔵
目
録
と
し
て
準
備
さ
れ
た
と
い
う
説
も
見
ら
れ
る
が
、
竺
沙
雅
章
先
生
や
方
廣

錩
先
生
ら
の
先
行
研
究
に
よ
れ
ば(34)、
同
経
録
は
江
南
諸
蔵
の
み
に
し
か
伝
わ
ら
な
い
こ
と
、

千
字
号
が
江
南
諸
蔵
の
そ
れ
と
一
致
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
江
南
に
伝
わ
っ
た
大
蔵
経
に

も
と
づ
い
て
編
纂
さ
れ
た
経
録
と
推
定
さ
れ
、『
開
元
録
』
の
編
纂
以
降
も
江
南
地
方
で

は
四
巻
本
が
流
布
し
て
い
た
様
が
う
か
が
え
る
。

以
上
、
や
や
詳
し
く
経
録
類
・
事
彙
類
に
あ
ら
わ
れ
る
『
普
超
三
昧
経
』
の
巻
数
に
関

す
る
表
記
を
検
討
し
て
き
た
が
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

【四
巻
本
】
六
世
紀
前
半
の
南
北
朝
期
、
お
よ
び
八
世
紀
半
ば
以
降
に
、
江
南
地
方
で

編
纂
さ
れ
た
経
録
類
・
字
彙
類
に
四
巻
本
の
記
述
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
七
世
紀

末
の
『
大
周
録
』
以
降
、
中
央
（
長
安
や
洛
陽
周
辺
）
で
編
ま
れ
た
経
録
類
に
も
四

巻
本
が
注
記
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
南
北
朝
統
一
直
後
の
隋
代
に
編
ま
れ
た
経
録
類
に

み
ら
れ
る
四
巻
本
の
記
述
は
、
現
物
に
よ
ら
ず
、
先
行
す
る
経
録
類
、
特
に
南
朝
で

編
纂
さ
れ
た
経
録
類
の
記
述
に
よ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

【三
巻
本
】
七
世
紀
以
降
、
中
央
で
編
ま
れ
た
経
録
類
・
字
彙
類
に
三
巻
本
の
記
述
が

確
認
で
き
る
。
そ
れ
ら
の
経
録
の
性
格
上
、
実
際
の
経
巻
に
も
と
づ
い
た
記
述
と
み

ら
れ
る
。
た
だ
し
、
六
世
紀
初
頭
の
江
南
で
編
纂
さ
れ
た
『
出
三
蔵
記
集
』
で
も
既

に
三
巻
本
が
注
記
さ
れ
る
。

以
上
の
二
点
か
ら
、『
普
超
三
昧
経
』
の
四
巻
本
は
、
六
世
紀
初
め
頃
か
ら
八
世
紀
ご

ろ
に
か
け
て
、
主
に
江
南
地
方
で
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
の
対
し
て
、
三
巻

本
は
七
世
紀
以
降
に
は
長
安
や
洛
陽
と
い
っ
た
中
央
付
近
で
流
布
し
て
い
た
と
推
測
で
き

る
。同

時
に
、『
出
三
蔵
記
集
』
の
記
述
か
ら
、
六
世
紀
初
め
こ
ろ
に
は
、
既
に
『
普
超
三

昧
経
』
は
既
に
四
巻
本
と
三
巻
本
と
い
う
伝
承
系
統
が
分
か
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

『
普
超
三
昧
経
』
の
四
巻
本
と
三
巻
本
の
い
ず
れ
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
か
た
ち
で
あ
る
か
、

す
な
わ
ち
、
三
世
紀
に
竺
法
護
が
訳
出
し
た
同
経
が
三
巻
本
構
成
で
あ
っ
た
の
か
、
四
巻

本
構
成
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
に
わ
か
に
結
論
を
下
す
こ
と
は
難
し
い
が(35
)、

遅
く
と
も
六
世
紀
の
初
め
に
は
、
巻
数
を
異
に
す
る
二
つ
の
伝
承
系
統
が
分
か
れ
、
併
存

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

十
二
世
紀
以
降
に
雕
造
さ
れ
た
江
南
諸
蔵
の
四
巻
本
『
普
超
三
昧
経
』
の
由
来
に
つ
い

て
は
、
右
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
遅
く
と
も
六
世
紀
ご
ろ
に
は
江
南
地
方
で
流
布
し
て
い

た
と
み
ら
れ
る
四
巻
本
に
由
来
を
持
つ
可
能
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
筆
者
は
考
え

（ 48 ）



る
。
実
際
に
江
南
地
方
で
流
布
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
同
経
の
四
巻
本
の
写
本
な
ど
は
失

わ
れ
て
現
存
し
な
い
の
で
、
そ
の
こ
と
を
確
実
に
示
す
証
拠
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
四
巻

本
が
江
南
地
方
で
流
布
し
て
い
た
と
み
ら
れ
、
そ
の
江
南
地
方
で
開
板
さ
れ
た
も
の
に
、

他
の
版
本
大
蔵
経
等
と
異
な
る
四
巻
本
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
三
巻
本
の
他
本
と
は
異
な

る
読
み
を
相
当
数
共
有
す
る
こ
と
と
は
全
く
無
関
係
と
は
考
え
に
く
い
。

そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
、
江
南
諸
蔵
の
初
め
の
二
種
で
あ
る
福
州
版
お
よ
び
思
渓
蔵

（
湖
州
版
）
の
底
本
で
あ
る
。
従
来
、
そ
れ
ら
の
開
板
作
業
の
準
備
が
始
ま
る
少
し
前
、

一
〇
七
一
年
に
民
間
へ
と
そ
の
管
理
が
移
行
さ
れ
た
開
宝
蔵
を
底
本
と
し
た
、
あ
る
い
は
、

開
宝
蔵
の
民
間
へ
の
管
理
の
移
行
、
そ
れ
に
よ
っ
て
開
宝
蔵
が
民
間
に
普
及
し
た
と
い
う

出
来
事
が
江
南
諸
蔵
の
開
板
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
い
う
見
方
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る(36)。
け
れ
ど
も
、
本
経
『
普
超
三
昧
経
』
の
よ
う
に
、
巻
数
構
成
も
違
え

ば
、
異
読
の
共
有
関
係
も
併
せ
て
見
ら
れ
る
よ
う
な
場
合
、
江
南
諸
蔵
が
単
に
開
宝
蔵
を

底
本
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
説
明
が
難
し
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
福
州

版
お
よ
び
思
渓
蔵
の
開
板
に
際
し
て
は
、
江
南
地
方
で
流
布
し
て
い
た
写
本
一
切
経
を
底

本
と
し
て
用
い
た
、
あ
る
い
は
、
開
宝
蔵
を
底
本
と
し
な
が
ら
も
、
江
南
地
方
で
流
布
し

て
い
た
写
本
一
切
経
な
ど
を
用
い
て
大
幅
な
改
訂
、
校
訂
作
業
が
行
わ
れ
た
、
と
い
う
可

能
性
を
考
え
て
も
よ
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る(37)。

方
廣
錩
先
生
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
最
初
の
版
本
大
蔵
経
で
あ
っ
た
開
宝
蔵
は
、
勅
版

と
し
て
そ
の
印
行
も
か
な
り
厳
重
に
管
理
、
制
限
さ
れ
て
い
た
た
め
か
、
そ
の
開
板
後
も

写
本
一
切
経
は
す
ぐ
に
は
駆
逐
さ
れ
ず
、
中
国
国
内
で
は
十
一
世
紀
か
ら
十
二
世
紀
ご
ろ

に
か
け
て
は
写
本
一
切
経
と
版
本
大
蔵
経
（
＝
開
宝
蔵
）
は
並
存
し
、
本
格
的
に
版
本
大

蔵
経
が
写
本
一
切
経
を
駆
逐
す
る
ほ
ど
に
普
及
し
始
め
る
の
は
、
江
南
諸
蔵
が
現
れ
る
十

二
世
紀
以
降
に
な
っ
て
か
ら
と
み
ら
れ
る(38)。
そ
う
し
た
見
方
も
考
慮
に
い
れ
、
江
南
諸
蔵
、

特
に
最
初
の
二
種
で
あ
る
福
州
版
と
思
渓
蔵
は
ど
の
よ
う
な
底
本
に
も
と
づ
い
て
開
板
さ

れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

第
三
節

三
巻
本
構
成
の
諸
本
の
相
互
関
係
に
つ
い
て

本
節
で
は
、
三
巻
本
構
成
を
と
る
、
日
本
古
写
経
の
三
種
、
お
よ
び
高
麗
蔵
の
初
雕
本

と
再
雕
本
、
そ
し
て
、
房
山
石
経
の
関
係
に
つ
い
て
、
主
に
異
読
の
共
有
関
係
か
ら
検
討

す
る
。
は
じ
め
に
、
関
連
が
深
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
、
日
本
古
写
経
の
三
種
の
相
互
関

係
に
つ
い
て
確
認
し
（
第
一
項
）、
次
に
高
麗
蔵
の
二
種
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
（
第
二

項
）。
最
後
に
、
そ
れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
三
巻
本
構
成
を
と
る
諸
本
の
関

係
に
つ
い
て
総
合
的
に
考
察
す
る
こ
と
を
試
み
る
（
第
三
項
）。

第
三
節
第
一
項

日
本
古
写
経
の
三
種
に
つ
い
て

日
本
古
写
経
三
種
袂
袒
聖
語
蔵
経
巻
、
七
寺
一
切
経
、
興
聖
寺
一
切
経
の
書
写
の
形
式

や
来
歴
等
に
つ
い
て
は
、
既
に
第
一
節
で
紹
介
し
た
と
お
り
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
も
最

も
年
代
が
先
行
す
る
聖
語
蔵
経
巻
本
が
他
の
二
本
の
平
安
写
経
と
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た

関
係
に
な
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
諸
本
で
の
異
読
の
共
有
関
係
か
ら
探
っ
て
い
き
た

い
。ま

ず
、
日
本
古
写
経
三
種
の
み
で
共
有
さ
れ
る
異
読
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
共
有
さ
れ
る
異
読
か
ら
、
こ
の
三
種
は
伝
承
過
程
に
お
い
て
一
つ
の
グ
ル
ー
プ

を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

（ 49 ）



（ 50 ）

●
[各
巻
冒
頭
の
訳
者
名
]／
om
it
(聖
)

(七
)(興
)

【巻
上
】

●
励
／
厲
(聖
)(七
)(興
)(四
〇
七
上
三
・

四
一
七
上
一
)

●
徳
本
／
徳
大
(聖
)(七
)(興
)(四
〇
七
中

四
)

●
無
難
鎧
無
罣
礙
鎧
(再
)／
無
難
鎧
無
礙

鎧
(房
)／
無
罣
礙
鎧
(初
)／
無
礙
鎧

(聖
)(七
)(興
)／
無
饐
礙
鎧
(三
)(宮
)

(磧
)(四
〇
七
中
八
)

●
諛
諂
／
諭
諂
(聖
)(七
)(興
)(四
〇
七
中

一
五
)

●
静
寞
／
静
漠
(聖
)(七
)(興
)(四
〇
七
中

二
二
)

●
一
法
味
／
一
切
味
(聖
)(七
)(興
)／
一

味
法
(房
)(四
〇
八
上
一
〇
)

●
惑
乱
／
或
乱
(聖
)(七
)(興
)(四
〇
八
上

一
一
)

●
支
体
／
枝
体
(聖
)(七
)(興
)／
肢
体

(房
)(四
〇
八
中
一
二
)

●
四
十
／
四
千
(聖
)(七
)(興
)(四
〇
九
上

七
)

●
等
御
／
等
住
(聖
)(七
)(興
)(四
一
〇
中

一
八
)

●
於
罣
礙
／
所
罣
礙
(聖
)(七
)(興
)(四
一

〇
下
一
一
)

●
随
取
／
墜
取
(聖
)(七
)(興
)／
遂
取

(三
)(宮
)(磧
)(四
一
一
上
一
七
)

●
察
知
／
脈
知
(聖
)(七
)(興
)／
能
知

(房
)(四
一
一
中
七
)

※
倏
忽
／
儵
忽
(聖
)(七
)(興
)(四
一
一
中

一
三
)

●
予
／
吾
(聖
)(七
)(興
)／
号
(房
)(四
一

一
中
二
七
)

●
無
極
／
光
極
(聖
)(興
)／
之
極
(七
)(↓

光
極
)(四
一
一
下
七
)

●
四
域
／
四
城
(聖
)(七
)(興
)(四
一
二
上

六
・
四
二
六
上
二
九
)

●
餚
／
肴
(聖
)(興
)／
首
(七
)(↓
肴
)(四

一
二
下
一
七
)

●
各
心
／
心
各
(聖
)(七
)(興
)(四
一
三
中

四
)

●
仁
尊
如
如
来
／
世
尊
如
来
(聖
)(七
)

(興
)(四
一
三
中
一
六
〜
一
七
)

【巻
中
】

●
清
澄
／
澄
清
(聖
)(七
)(興
)(四
一
三
下

一
七
)

●
効
／
敏
(聖
)(七
)(興
)(四
一
四
上
四
)

●
阿
難
律
挨
利
／
阿
那
律
挨
利
(聖
)(七
)

(興
)(四
一
四
中
二
九
)

●
獲
度
／
獲
慶
(聖
)(七
)(興
)(四
一
四
下

一
六
)

●
為
根
／
偽
根
(聖
)(七
)(興
)(四
一
四
下

二
八
)

●
虚
乏
／
虚
之
(聖
)(七
)(興
)(四
一
五
上

二
九
)

●
答
曰
／
答
(聖
)(七
)(興
)(四
一
六
上
二

一
)

◎
是
之
故
王
当
知
之
無
所
住
者
則
賢
聖
道

王
／
om
it(聖
)(七
)(興
)(四
一
六
上
二

二
)

◎
以
斯
本
浄
而
為
人
演

五
／
om
it(聖
)

(七
)(興
)(四
一
六
下
二
六
〜
二
七
)

●
徳
本
／
得
本
(聖
)(七
)(興
)(四
一
七
上

四
)

●
譬
若
如
幻
／
譬
若
幻
(聖
)(七
)(興
)(四

一
七
上
二
二
)

●
誥
／
語
(聖
)(七
)(興
)(四
一
七
中
一
二
)

●
将
養
／
採
養
(聖
)(興
)／
殊
(↓
採
)養

(七
)(四
一
七
下
二
二
)

◎
菩
薩
学
／
om
it(聖
)(七
)(興
)(四
一
八

上
一
三
)

●
分
別
菩
薩
／
分
菩
薩
(聖
)(七
)(興
)(四

一
八
上
二
三
)

●
見
／
是
(聖
)(七
)(興
)(四
一
九
上
六
)

●
湊
／
奏
(聖
)(七
)(興
)(四
一
九
上
二
〇
)

●
弘
遠
／
弘
達
(聖
)(七
)(興
)(四
一
九
下

一
四
)

●
労
悒
／
労
邑
(聖
)(七
)(興
)(四
二
〇
上

二
〇
)

●
離
聞
首
今
／
離
聞
今
(初
)／
離
聞
今
首

(聖
)(七
)(興
)／
離
聞
首
今
者
(房
)(四

二
〇
下
二
)

●
賜
／
哀
(聖
)(七
)(興
)／
阿
(三
)(宮
)

(磧
)(四
二
〇
下
一
三
)

●
今
／
念
(聖
)(七
)(興
)(四
二
〇
下
一
八
)

【巻
下
】

●
諸
仏
／
諸
徳
(聖
)(七
)(興
)(四
二
一
上

九
)

●
慌
惚
(三
)(宮
)(磧
)／
怳
忽
(聖
)(七
)

(興
)／
恍
惚
(房
)／
慌
悩
(初
)／
慌
忽



特
に
、
◎
印
を
施
し
た
四
点
に
つ
い
て
は
、
顕
著
な
異
読
や
脱
落
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

三
種
が
密
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、
◎
印
を
施
し
た
最
初
の

用
例
、
十
六
文
字
も
の
脱
落
が
他
の
二
本
と
も
共
有
さ
れ
て
お
り
、
決
定
的
な
も
の
で
あ

る
。
唐
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
と
さ
れ
る
「
唐
経
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
聖
語
蔵
経
巻
所
収

本
は
、
他
の
二
種
の
平
安
写
本
一
切
経
よ
り
年
代
上
先
行
し
、
そ
れ
ら
の
祖
先
（
ances-

tor）
で
あ
る
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
可
能
性
を
ほ
ぼ
認
め
て
も
問
題
な
い
と

考
え
る
。

興
味
深
い
異
読
と
し
て
は
、
※
印
を
つ
け
た
も
の
で
、
日
本
古
写
経
に
の
み
共
有
さ
れ

る
異
読
「
儵
忽
」
が
、
慧
琳
音
義
所
収
の
玄
応
撰
『
一
切
経
音
義
』
に
み
ら
れ
る
記
述

「
鯈
忽
」（
大
正
蔵
五
四
巻
五
二
〇
中
八
）
と
か
な
り
相
似
し
て
い
る
。『
玄
応
音
義
』
に
み

ら
れ
る
表
記
、
字
体
は
、
七
世
紀
当
時
の
長
安
写
経
の
標
準
的
な
も
の
を
反
映
し
て
い
る

と
さ
れ
、
興
味
深
い
事
例
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
聖
語
蔵
経
巻
本
と
他
の
二
種
の
平
安
写
経
の
関
係
を
探
る
た
め
に
、
聖
語
蔵

経
巻
に
の
み
確
認
で
き
た
異
読
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
お
く
。

（ 51 ）

(再
)(四
二
一
中
二
七
)

●
故
／
om
it(聖
)(七
)(興
)(同
右
)

●
未
来
心
／
来
心
(聖
)(七
)(興
)(四
二
二

上
二
四
)

●
身
命
／
身
今
(聖
)(七
)(興
)(四
二
二
中

一
三
)

●
衰
入
／
襄
入
(聖
)(七
)(興
)(四
二
二
下

一
七
)

●
苦
悩
／
苦
惚
(聖
)(七
)(興
)(四
二
三
中

三
)

●
無
有
実
者
／
而
無
有
実
(聖
)(七
)(興
)

／
無
而
有
実
(三
)(宮
)(磧
)(四
二
三
下

二
四
)

●
互
／
牙
(聖
)(七
)(興
)(四
二
四
中
二
)

●
五
色
／
立
色
(聖
)(七
)(興
)(四
二
四
中

二
四
)

●
如
仏
者
／
如
仏
(聖
)(七
)(興
)(四
二
六

上
一
八
)

●
誠
如
／
設
如
(聖
)(七
)(興
)(四
二
五
中

二
)

●
茲
／
斯
(聖
)(七
)(興
)(四
二
五
中
一
九
)

●
白
仏
言
／
白
仏
(聖
)(七
)(興
)(四
二
五

下
二
)

●
決
除
疑
網
／
決
疑
網
(聖
)(七
)(興
)／

決
於
疑
網
(三
)(宮
)(磧
)(四
二
五
下
一

六
)

●
還
／
逮
(聖
)(七
)(興
)(四
二
五
下
二
四
)

●
普
照
／
並
照
(聖
)(七
)(興
)(四
二
六
中

一
四
)

●
分
別
知
／
分
別
如
(聖
)(七
)(興
)(四
二

六
中
二
一
)

●
欣
笑
／
笑
欣
(聖
)(七
)(興
)(四
二
六
中

二
六
)

●
虚
空
／
空
虚
(聖
)(七
)(興
)(四
二
六
下

一
六
)

●
比
之
／
此
於
(聖
)(七
)(興
)(四
二
七
上

五
)

●
超
越
彼
／
超
越
被
(聖
)(七
)(興
)(四
二

七
中
八
)

●
愛
身
／
受
身
(聖
)(七
)(興
)(四
二
七
中

三
)

●
将
護
／
持
護
(聖
)(七
)(興
)(四
二
七
下

七
)

●
阿
須
倫
降
／
阿
須
降
伏
(聖
)(七
)(興
)

(四
二
七
下
九
)

●
諷
誦
読
／
諷
読
誦
(聖
)(七
)(興
)(四
二

▽
辭
厭
／
亂
厭
(聖
)(四
〇
七
上
一
五
)

▽
一
切
群
生
／
一
群
生
(聖
)(四
一
四
中
二

三
)

▽
五
逆
罪
／
吾
逆
罪
(聖
)(四
一
四
下
六
)

▽
不
増
不
減
／
不
憎
不
減
(聖
)(四
一
五
下

二
一
)

▽
未
嘗
／
未
曽
(三
)(宮
)(磧
)／
未
當

(聖
)(四
一
六
下
二
八
)

●
無
常
輪
故
／
無
常
故
(聖
)(四
一
八
下
一

六
〜
一
七
)

▽
交
露
帳
／
交
路
帳
(聖
)(四
一
九
中
二

二
)

七
下
一
七
)

●
衆
難
／
衆
艱
(聖
)(七
)(興
)(四
二
八
上

二
)

◎
眼
浄
／
諸
比
丘
得
法
眼
浄
(聖
)(七
)

(興
)／
得
法
眼
浄
(明
)(四
二
八
上
一
四
)



右
記
の
う
ち
、
▽
印
を
付
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
や
や
初
歩
的
な
過
誤
に
よ
る
も
の

と
み
ら
れ
、
別
本
を
参
照
せ
ず
と
も
訂
正
可
能
な
も
の
と
み
な
せ
る
。
一
方
、
他
の
異
読

に
つ
い
て
は
、
別
本
を
参
照
し
た
り
し
な
い
と
訂
正
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
他
の
二
種
の

日
本
古
写
経
に
連
な
る
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
で
は
、
聖
語
蔵
経
巻
と
は
別
系
統
の
異
本
を
ど

こ
か
の
段
階
で
参
照
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
な
、

十
六
文
字
も
の
長
大
な
脱
落
は
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
で
、
右
の
可
能
性
は
そ

れ
ほ
ど
高
い
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、
七
寺
一
切
経
、
興
聖
寺
一
切
経
の
二
種
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

掲
げ
る
の
は
控
え
る
が
、
と
も
に
単
独
の
異
読
は
相
当
数
に
上
る(39)。
そ
れ
に
対
し
て
、
右

の
二
本
の
間
で
の
み
共
有
さ
れ
る
異
読
は
か
な
り
限
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
現

時
点
で
、
こ
の
両
本
、
さ
ら
に
そ
の
親
や
祖
先
と
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
近

い
関
係
に
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
七
寺
一
切
経
と
興
聖
寺
一
切
経
の
両
本
の
、
よ
り

具
体
的
な
関
係
に
つ
い
て
は
、
現
在
入
手
で
き
て
い
る
他
の
日
本
古
写
経
も
あ
わ
せ
て
調

査
し
た
上
で
改
め
て
検
討
し
た
い
。

第
三
節
第
二
項

高
麗
蔵
の
二
種
の
特
徴
と
関
係

1

高
麗
蔵
の
初
雕
本
と
再
雕
本
の
関
係

同
じ
高
麗
大
蔵
経
の
初
雕
本
と
再
雕
本
で
あ
り
、
こ
れ
ら
両
本
は
ひ
と
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
属
す
る
こ
と
が
当
然
な
が
ら
予
想
さ
れ
る
。
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
、
両
者
の
み
に
共
通

す
る
異
読
が
相
当
数
確
認
で
き
、
両
者
は
伝
承
系
統
の
上
で
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し

て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

（ 52 ）

【巻
上
】

●
珂
珍
(初
)(再
)／
奇
珍
(聖
)(七
)(興
)

(房
)／
琦
珍
(三
)(宮
)(磧
)(四
〇
八
中

一
六
)

●
謂
／
語
(初
)(再
)(四
〇
九
上
一
八
)

※
(以
下
の
五
箇
所
)「
其
翫
習
者
即
謂
為

名
…
其
翫
習
者
即
謂
報
応
…
其
翫
習
者

即
謂
我
所
…
其
翫
習
者
即
謂
慳
貪
…
其

翫
習
者
即
謂
犯
戒
」

(初
)(再
)の
み
「
即
｣／
om
.(聖
)(七
)

(興
)(房
)／
(三
)(宮
)(磧
)で
は
い
ず
れ

も
「
則
」
(四
〇
九
上
二
四
〜
)

●
謂
／
名
(初
)(再
)(四
一
〇
上
一
五
)

●
饌
／
饍
(初
)(再
)(四
一
一
上
二
〇
)

●
跏
趺
／
加
趺
(初
)(再
)(四
一
一
下
一
二
)

●
千
輻
相
輪
／
千
輻
輪
(初
)(再
)(四
一
二

中
二
)

【巻
中
】

●
邪
支
(初
)(再
)／
邪
反
(聖
)(七
)(興
)

(房
)／
邪
友
(三
)(宮
)(磧
)(四
一
四
下

二
六
)

●
享
／
亨
(初
)(再
)／
厚
(宮
)(四
一
五
中

一
二
)

●
其
求
塵
労
者
(初
)(再
)／
其
求
塵
労

(聖
)(七
)(興
)(房
)(房
)／
求
塵
労
者

(三
)(宮
)(磧
)(四
一
六
上
六
)

●
普
一
城
内
／
普
城
内
外
(初
)(再
)(四
一

六
中
一
四
)

●
巻
合
(初
)(再
)／
苞
含
(聖
)(興
)(宋
)／

苞
合
(七
)(思
渓
蔵
＝
中
華
蔵
の
注
記
)／

包
含
(房
)(宮
)(磧
)(元
)(明
)(四
一
七

下
一
五
)

●
不
退
転
輪
／
不
退
輪
(初
)(再
)(四
一
八

中
二
四
)

●
国
土
／
諸
国
土
(初
)(再
)(四
一
八
中
二

八
)

【巻
下
】

●
存
／
在
(初
)(再
)(四
一
九
上
二
六
)

●
途
路
(初
)(再
)／
径
路
(聖
)(七
)(興
)

(房
)／
塗
路
(三
)(宮
)(磧
)(四
一
九
中

一
九
)

●
遍
有
(初
)(再
)／
変
有
(聖
)(七
)(興
)

●
諸
法
眼
淨
／
諸
法
法
眼
淨
(聖
)(四
二
四

上
一
四
)

▽
遍
察
／
逼
察
(聖
)(四
二
五
中
八
)

二
萬
二
千
／
二
萬
千
(聖
)(四
二
八
上
一

五
)



一
方
、
高
麗
蔵
の
初
雕
本
は
開
宝
蔵
を
底
本
と
し
た
と
い
う
こ
と
は
ほ
ぼ
定
説
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
高
麗
蔵
の
再
雕
本
の
底
本
に
つ
い
て
は
、
開
宝
蔵
あ
る
い
は
高
麗

蔵
初
雕
本
と
さ
れ
、
経
巻
に
よ
っ
て
も
異
な
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た(40)。
そ
こ
で
、

本
稿
で
扱
う
『
普
超
三
昧
経
』
に
は
、
幸
い
に
し
て
高
麗
蔵
初
雕
本
も
現
存
す
る
の
で
、

そ
れ
と
再
雕
本
の
関
係
を
よ
り
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
同
経
に
つ
い
て
は
、
高
麗
蔵
再
雕

本
が
開
宝
蔵
に
も
と
づ
い
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
初
雕
本
に
よ
っ
た
も
の
か
に
つ
い
て
確

認
す
る
。
言
い
か
え
る
と
、
高
麗
蔵
の
初
雕
本
と
再
雕
本
に
つ
い
て
、
開
宝
蔵
を
親
と
す

る
兄
弟
関
係
に
あ
る
の
か
、
初
雕
本
を
親
と
す
る
親
子
関
係
に
あ
る
の
か
に
つ
い
て
探
る
。

ま
ず
、
初
雕
本
の
巻
上
第
十
四
紙
の
九
行
目
に
は
、
次
の
よ
う
に
、
他
本
に
は
み
ら
れ

な
い
よ
う
な
独
特
の
改
段
が
確
認
で
き
る
。
く
わ
え
て
、
一
紙
の
行
数
も
通
常
よ
り
一
行

多
い
二
十
四
行
で
あ
る
（
次
ペ
ー
ジ
図
1
参
照
）。
さ
ら
に
、
そ
の
直
前
の
巻
上
第
十
三
紙

の
九
行
目
か
ら
第
十
四
紙
の
十
四
行
目
ま
で
は
、
初
雕
本
と
再
雕
本
で
改
行
位
置
が
一
致

し
な
い
部
分
が
続
く
（
次
ペ
ー
ジ
図
2
参
照
）。

右
の
事
象
は
先
に
掲
げ
た
初
雕
本
と
再
雕
本
に
の
み
共
通
し
た
異
読
の
用
例
で
、
※
印

を
つ
け
た
も
の
と
関
連
す
る
。
す
な
わ
ち
、
再
雕
本
で
は
、
他
本
に
み
ら
れ
な
い
「
即
」

の
文
字
が
見
ら
れ
る
行
は
い
ず
れ
も
十
五
字
（
通
常
は
一
行
十
四
字
）
に
な
っ
て
い
る
（
次

ペ
ー
ジ
図
3
参
照
）。
一
方
、
初
雕
本
で
は
、
第
十
三
紙
九
行
目
以
降
の
部
分
は
、
再
雕
本

と
は
改
行
箇
所
が
一
致
せ
ず
、
再
雕
本
と
同
様
に
他
本
に
は
な
い
「
即
」
の
五
字
が
み
ら

れ
る
。
続
く
第
十
四
紙
九
行
目
に
他
本
に
は
み
ら
れ
な
い
改
段
箇
所
が
設
け
ら
れ
、
さ
ら

に
同
第
十
四
紙
で
は
通
常
一
紙
二
十
三
行
に
な
る
と
こ
ろ
が
、
二
十
四
行
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
と
推
定
で
き
る
。
以
上
の
よ
う
な
、
巻
上
の
第
十
三
紙
よ
り
第
十
四
紙
に
見
ら
れ
る
、

初
雕
本
と
再
雕
本
の
相
違
点
、
不
一
致
は
、
両
者
が
親
子
関
係
で
は
な
く
、
開
宝
蔵
を
親

と
す
る
兄
弟
関
係
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
初
雕
本
に
は
改
版
の
痕
跡
と
み
ら
れ
る
、
行
あ
た
り
の
文
字
数
が
通
常
の
十

四
字
を
逸
脱
し
て
い
る
箇
所
が
い
く
ら
か
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
開
宝
蔵
の
も
の
を
そ

の
ま
ま
受
け
継
い
だ
可
能
性
は
残
る
も
の
の
、
高
麗
蔵
初
雕
本
は
単
純
に
開
宝
蔵
を
覆
刻

し
た
も
の
で
は
な
く
、
改
版
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
て
も
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。2

再
雕
本
に
お
け
る
改
訂
に
つ
い
て

第
一
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
再
雕
本
は
そ
の
制
作
に
あ
た
っ
て
契
丹
蔵
や
江
南
諸
蔵
、

国
内
に
あ
っ
た
写
本
な
ど
を
用
い
て
校
訂
作
業
を
行
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
守
其
に
よ
る

『
校
正
別
録
』
三
十
巻
も
残
さ
れ
て
い
る
。
右
の
よ
う
に
、『
普
超
三
昧
経
』
に
つ
い
て
は
、

高
麗
蔵
再
雕
本
は
初
雕
版
を
底
本
と
し
た
の
で
は
な
く
、
開
宝
蔵
に
も
と
づ
い
た
と
み
ら

れ
る
が
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
、
契
丹
蔵
に
も
と
づ
く
房
山
石
経
本
と
の
間
に
の
み
共
有

さ
れ
る
異
読
が
一
定
数
確
認
で
き
、『
普
超
三
昧
経
』
で
も
契
丹
蔵
が
高
麗
蔵
再
雕
本
の
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(房
)／
皆
有
(三
)(宮
)(磧
)(四
一
九
中

二
二
)

●
満
其
池
／
盈
満
池
(初
)(再
)(四
一
九
中

二
七
)

●
鬼
神
変
(初
)(再
)／
鬼
神
現
(聖
)(七
)

(興
)(房
)／
神
鬼
現
(三
)(宮
)(磧
)(四

二
〇
上
一
八
)

●
虚
無
(初
)(再
)／
處
無
(聖
)(七
)(興
)／

處
住
(房
)／
虚
空
(三
)(宮
)(磧
)(四
二

〇
下
一
六
)

●
灰
／
焰
(初
)(再
)(四
二
二
上
一
三
)

●
決
也
／
決
了
(初
)(再
)(四
二
一
中
三
)

●
愛
徊
(初
)(再
)／
焰
煙
(聖
)(七
)(房
)／

㷔
㷔
(興
)／
焰
迴
(三
)(宮
)(磧
)(四
二

六
中
八
)

●
無
数
人
／
無
量
人
(初
)(再
)(四
二
七
中

二
八
)

●
斯
典
／
斯
経
典
(初
)(再
)(四
二
八
上
六
)



（ 54 ）

図 1 高麗大蔵経初雕本『普超三昧経』巻上第十四紙（『高麗大蔵経初刻本輯刊』より)

図 2 高麗大蔵経初雕本『普超三昧経』巻上第十三紙（『高麗大蔵経初刻本輯刊』より)

図 3 高麗大蔵経再雕本『普超三昧経』巻上第十三紙（東国大学校発行の影印版『高麗大蔵経』より)

123456789101112131415161718192021222324

初雕本にのみ見られる改段箇所

一行十三文字（通常は十四文字）

再雕本とは改行箇所が一致しない部分

通
常
と
は
異
な
る
二
十
四
行
目

※は一行十五文字（通常は十四文字）※ ※ ※ ※ ※

日本古写一切経３種および房山石経では
確認できない「即」の５字

再雕本とは改行箇所が異なる部分



校
訂
作
業
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

特
に
※
印
を
つ
け
た
用
例
は
再
雕
本
に
み
ら
れ
る
読
み
「
無
難
鎧
無
罣
礙
鎧
」
は
、
ち

ょ
う
ど
初
雕
本
の
「
無
罣
礙
鎧
」
と
房
山
石
経
の
「
無
難
鎧
無
礙
鎧








」
の
双
方
を
参
照
し

た
よ
う
な
か
た
ち
の
読
み
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
房
山
石
経
と
高
麗
蔵
の
二
種
で
一
致
し

な
い
部
分
「
無
礙
鎧








」
と
い
う
読
み
は
、
日
本
古
写
経
の
三
種
の
読
み
と
重
な
る
。

次
に
、
一
行
十
四
字
を
通
例
と
す
る
版
式
か
ら
逸
脱
し
、
再
雕
本
が
そ
の
底
本
を
訂
正

し
た
部
分
と
推
測
で
き
る
箇
所
が
次
の
よ
う
に
数
多
く
確
認
で
き
る(41)。
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【巻
上
】

※
無
難
鎧
無
罣
礙
鎧
(再
)／
無
難
鎧
無
礙







鎧


(房
)／
無
罣
礙
鎧
(初
)／
無
礙
鎧









(聖
)(七
)(興
)／
無
饐
礙
鎧
(三
)(宮
)

(磧
)(四
〇
七
中
八
)

●
言
辞
／
言
詞
(再
)(房
)(四
一
〇
上
一
一
)

●
僥
放
／
便
放
(再
)(房
)(四
一
二
上
三
)

【巻
中
】

●
制
江
波
／
湍
江
波
(再
)(房
)(四
一
四
上

六
)

●
吾
身
願
／
吾
誓
願
(再
)(房
)(四
一
四
上

一
四
)

●
嬉
遊
(再
)(房
)／
葦
遊
(初
)／
熙
遊

(聖
)(七
)(興
)(三
)(宮
)(磧
)(四
一
五
上

一
五
)

●
無
怯
弱
／
不
怯
弱
(再
)(房
)(四
一
六
下

一
六
)

●
諸
所
説
法
(再
)(房
)／
者
所
説
法
(初
)

(聖
)(七
)(興
)／
有
所
説
法
(三
)(宮
)

(磧
)(四
一
八
上
八
〜
九
)

【巻
下
】

●
無
極
広
施
(再
)(房
)／
無
極
広
之
施

(初
)(聖
)(七
)(興
)／
無
極
之
施
(三
)

(宮
)(磧
)(四
一
九
中
六
)

●
齎
香
著
諸
菩
薩
(再
)(房
)／
齎
著
諸
菩

薩
(初
)(聖
)(七
)(興
)／
齎
諸
香
菩
薩

(宮
)(磧
)(元
)(明
)／
齎
諸
著
菩
薩
(宋
)

(四
二
〇
下
七
)

●
有
所
受
／
而
有
所
受
(再
)(房
)(四
二
二

下
一
〇
)

【巻
上
】
(六
例
)

●
(再
)第
九
紙
五
行
目
：
十
五
字
／
(初
)

om
it「
更
」

●
(再
)第
一
〇
紙
九
行
目
：
十
五
字
／

(初
)om
it「
雖
」

●
(再
)第
一
三
紙
四
〜
五
行
目
：
十
五
字

／
(初
)四
〜
五
行
目
：
十
三
字

om
it

「
其
翫
習
者
」

●
(再
)第
一
三
紙
九
、
一
〇
、
一
二
、
一

四
、
一
五
行
目
：
十
五
字
／
(聖
)(七
)

(興
)om
it「
即
」
(＝
五
回
)／
(三
)(宮
)

(磧
)は
い
ず
れ
も
「
則
」

●
(再
)第
二
二
紙
一
六
行
目
：
十
五
字
／

(初
)om
it「
界
」

●
(再
)第
二
三
紙

八
行
目
：
十
五
字
／

(初
)om
it「
所
」

【巻
中
】
(二
〇
例
)

●
(再
)第
一
紙
七
行
目
：
十
五
字
「
正
真

道
意
志
願
｣／
(初
)「
正
真
道
意
願
｣／

(他
本
)「
正
真
道
志
願
」

●
(再
)第
四
紙
一
三
行
目
：
十
五
字
／

(初
)om
it「
之
」

●
(再
)第
四
紙
一
三
行
目
：
十
五
字
／

(初
)om
it「
後
」

●
(再
)第
八
紙
一
行
目
：
十
三
字
「
昼

夜
｣／
(初
)(聖
)(七
)(興
)「
昼
夜
之
」

●
(再
)第
八
紙
一
二
行
目
：
十
五
字
／

(初
)om
it「
有
」

●
(再
)第
一
一
紙
一
四
行
目
：
十
五
字
／

(初
)om
it「
在
」

●
(再
)第
一
二
紙
六
〜
七
行
目
：
十
六
字

＋
十
五
字
(以
降
、
初
雕
本
と
は
一
行
ず

れ
)／
(初
)om
it「
於
一
切
法
而
無
所

行
乃
為
道
行
於
一
切
法
亦
」
(十
七
字
)

●
(再
)第
一
三
紙
三
行
目
：
十
五
字
／

(初
)om
it「
当
」

●
(再
)第
一
七
紙
九
行
目
：
十
五
字
／

(初
)om
it「
如
」

●
(再
)第
二
〇
紙
七
行
目
：
十
五
字
／

(初
)om
it「
護
」

●
(再
)第
二
一
紙
二
行
目
：
十
五
字
／

(初
)om
it「
得
」

●
(再
)第
二
一
紙
一
二
〜
一
四
行
目
：
十

五
字
×
三
行
／
(初
)一
六
字
＋
十
五
字

／
(聖
)(七
)(興
)om
it「
菩
薩
学
」

●
(再
)第
二
三
紙
一
一
行
目
：
十
五
字
／



ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
初
雕
本
の
み
で
の
単
独
の
異
読
か
、
初
雕
本
と
日
本
古
写
経
三
種
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(初
)om
it「
諸
」

●
(再
)第
二
四
紙
二
三
行
目
：
十
五
字
／

(初
)(聖
)(七
)(興
)om
it「
是
」

●
(再
)第
二
六
紙
三
行
目
：
十
五
字
／

(初
)om
it「
諸
」

●
(再
)第
二
六
紙
一
二
行
目
：
十
五
字
／

(初
)om
it「
以
」

●
(再
)第
二
七
紙
三
行
目
：
十
三
字
「
無

極
広
施
｣／
(初
)(聖
)(七
)(興
)「
無
極

広
之
施
」

●
(再
)第
三
二
紙
九
行
目
：
十
五
字
／

(初
)om
it「
諸
」

●
(再
)第
三
二
紙
二
一
〜
二
二
行
目
：
十

五
字
×
二
行
／
(初
)(聖
)(七
)(興
)

om
it「
常
名
」

●
(再
)第
三
三
紙
四
行
目
：
十
五
字
「
香

著
諸
」
＝
(房
)
／
(初
)
(聖
)
(七
)
(興
)

「
著
諸
｣／
(宋
)「
諸
著
｣／
(他
本
)「
諸

香
」

【巻
下
】
(三
二
例
)

●
(再
)第
一
紙
二
二
〜
二
四
行
目
、
第
二

紙
一
〜
二
行
目
：
十
五
字
×
四
行
／

(初
)(聖
)(七
)(興
)om
it「
無
有
行
者
」

●
(再
)第
二
紙
二
三
行
目
：
十
五
字
／

(初
)(聖
)(七
)(興
)om
it「
帰
」

●
(再
)第
三
紙
一
二
行
目
：
十
五
字
／

(初
)(聖
)(七
)(興
)om
it「
無
」

●
(再
)第
三
紙
一
七
行
目
：
十
五
字
／

(初
)(三
)(宮
)(磧
)om
it「
故
」

●
(再
)第
三
紙
一
八
行
目
：
十
五
字
(＝

(初
))／
(聖
)(七
)(興
)om
it「
故
」

●
(再
)第
四
紙
七
行
目
：
十
五
字
／
(初
)

om
it「
所
」

●
(再
)第
四
紙
一
一
〜
一
四
行
目
：
十
五

字
×
四
行
／
(初
)om
it「
無
所
造
者
」

●
(再
)
第
四
紙
二
三
行
目
：
十
三
字

「
耳
｣／
(初
)「
眼
耳
」

●
(再
)第
七
紙
一
五
行
目
：
十
五
字
／

(初
)om
it「
於
」

●
(再
)第
九
紙
六
行
目
：
十
五
字
／
(初
)

om
it「
従
」

●
(再
)第
一
〇
紙
五
〜
六
行
目
：
十
五
字

×
二
行
／
(初
)
(聖
)
(七
)
(興
)
om
it

「
以
衣
」

●
(再
)第
一
二
紙
一
三
行
目
：
十
五
字
／

(初
)om
it「
有
」

●
(再
)第
一
二
紙
一
五
行
目
：
十
五
字
／

(初
)(聖
)(七
)(興
)om
it「
無
」

●
(再
)第
一
二
紙
一
七
行
目
：
十
五
字
／

(初
)om
it「
有
」

●
(再
)第
一
二
紙
二
〇
行
目
：
十
五
字
／

(初
)(聖
)(七
)(興
)om
it「
者
」

●
(再
)第
一
三
紙
一
二
行
目
：
十
五
字
／

(初
)(聖
)(七
)(興
)om
it「
所
」

●
(再
)第
一
三
紙
一
四
行
目
：
十
五
字
／

(初
)om
it「
所
」

●
(再
)第
一
五
紙
三
行
目
：
十
五
字
／

(初
)om
it「
数
」

●
(再
)第
一
六
紙
八
行
目
：
十
五
字
／

(初
)om
it「
化
」

●
(再
)第
一
八
紙
一
四
行
目
：
十
五
字
／

(初
)om
it「
察
」

●
(再
)第
二
〇
紙
四
行
目
：
十
五
字
／

(初
)om
it「
於
」

●
(再
)第
二
一
紙
四
行
目
：
十
五
字
／

(初
)om
it「
人
」

●
(再
)第
二
一
紙
二
三
行
目
：
十
五
字
(＝

(初
))／
(聖
)(七
)(興
)om
it「
言
」

●
(再
)第
二
四
紙
七
行
目
：
十
五
字
(＝

(初
))／
(聖
)(七
)(興
)om
it「
者
」

●
(再
)第
二
五
紙
二
二
行
目
：
十
三
字

「
寧
見
｣／
(初
)(聖
)(七
)(興
)「
寧
見

有
」

●
(再
)第
二
七
紙
二
三
行
目
：
十
五
字
／

(初
)om
it「
当
」

●
(再
)第
二
八
紙
三
行
目
：
十
五
字
／

(初
)om
it「
仏
」

●
(再
)第
二
八
紙
一
二
行
目
：
十
三
字
／

(初
)「
汝
汝
」

●
(再
)第
二
八
紙
二
二
行
目
：
十
五
字
／

(初
)(聖
)(七
)(興
)om
it「
乃
」

●
(再
)第
二
九
紙
一
四
行
目
：
十
三
字

「
経
｣／
(初
)「
法
経
」

●
(再
)第
三
二
紙
一
五
行
目
：
十
三
字

「
而
｣／
(初
)「
而
在
」

●
(再
)
第
三
三
紙
五
行
目
：
十
三
字

「
｢精
修
｣／
(初
)二
行
目
om
it「
面
」

＋
五
行
目
(初
)(聖
)(七
)(興
)「
精
進

修
道
」



に
共
有
さ
れ
る
異
読
か
の
い
ず
れ
か
が
確
認
で
き
る
。

一
方
、
巻
上
で
の
用
例
が
他
に
比
べ
て
少
な
い
こ
と
も
注
目
に
値
す
る
。
こ
れ
は
後
に

検
討
す
る
事
柄
と
関
わ
る
。

以
上
、
本
項
で
検
討
し
た
、『
普
超
三
昧
経
』
の
高
麗
蔵
の
初
雕
本
と
再
雕
本
の
関
係

に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

●

初
雕
本
と
再
雕
本
は
と
も
に
開
宝
蔵
を
底
本
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
兄
弟
関
係
に
あ

る
と
み
ら
れ
る
。

●

初
雕
本
に
も
改
版
の
痕
跡
が
見
ら
れ
、
同
本
は
開
宝
蔵
の
単
な
る
覆
刻
で
は
な
い
可

能
性
が
あ
る
。

●

再
雕
本
の
改
訂
に
際
し
て
契
丹
蔵
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
、
房
山
石
経
と
再
雕
本
の

み
の
間
で
共
有
さ
れ
る
異
読
が
一
定
数
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
裏
付
け
ら
れ
る
。

●

再
雕
本
に
み
ら
れ
る
改
版
の
痕
跡
と
み
ら
れ
る
箇
所
は
相
当
数
確
認
で
き
る
が
、
巻

上
で
は
他
の
二
巻
に
比
べ
て
少
な
い
。

第
三
節
第
三
項

三
巻
本
構
成
の
諸
本
の
相
互
関
係
袂
袒
主
に
異
読
の
共
有
関
係
か
ら

前
項
ま
で
の
検
討
に
よ
り
、
三
巻
本
構
成
で
あ
る
六
種
に
つ
い
て
は
、
諸
本
の
来
歴
か

ら
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
古
写
経
三
種
、
高
麗
蔵
の
二
種
、
そ
し
て
契
丹
蔵
に
由
来

す
る
房
山
石
経
の
、
三
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
こ
と
が
異
読
の
共
有
関
係
な
ど
か
ら
確
か

め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
内
で
の
諸
本
の
関
係
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
。

本
項
で
は
、
主
に
三
巻
本
が
み
ら
れ
る
諸
本
の
グ
ル
ー
プ
三
つ
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
、

同
じ
く
異
読
の
共
有
関
係
か
ら
探
る
こ
と
を
試
み
る
。

1

日
本
古
写
経
の
三
種
と
高
麗
蔵
初
雕
本

ま
ず
、
顕
著
な
異
読
の
共
有
関
係
が
確
認
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
日
本
古
写
経
の
三
種

と
高
麗
蔵
初
雕
本
で
共
有
さ
れ
る
異
読
を
確
認
す
る
。

（ 57 ）

【巻
上
】
(一
例
)

●
蜜
搏
／
蜜
揣
(初
)(聖
)(七
)(興
)／
蜜

摶
(宋
)(磧
)(四
一
二
下
五
)

【巻
中
】
(一
六
例
)

●
疇
匹
(宋
)(宮
)(磧
)／
儔
匹
(元
)(明
)／

疇
迮
(初
)(聖
)(興
)／
疇
返
(↓
迮
)(七
)

(四
一
四
下
二
四
〜
二
五
)

●
昼
夜
／
昼
夜
之
(初
)(聖
)(七
)(興
)(四

一
五
上
一
六
)

△
扶
接
／
快
接
(初
)(聖
)(七
)(興
)(四
一

五
上
二
九
)

△
道
耳
／
道
身
(初
)(聖
)(七
)(興
)四
一

六
上
五

●
精
覈
／
精
核
(初
)(聖
)(七
)／
精
校

(興
)(四
一
六
下
一
一
)

●
義
／
宜
(初
)(聖
)(七
)(興
)(四
一
六
下

一
二
)

●
者
所
説
法
(初
)(聖
)(七
)(興
)／
有
所

説
法
(三
)(宮
)(磧
)／
諸
所
説
法
(再
)

(房
)(四
一
八
上
八
〜
九
)

△
所
遊
／
遊
所
(初
)(聖
)(七
)(興
)(四
一

八
中
五
)

△
而
無
／
無
而
(初
)(聖
)(七
)(興
)(四
一

八
下
二
)

△
是
故
／
故
(初
)(聖
)(七
)(興
)(四
一
八

下
二
三
)

●
縁
起
／
縁
趣
(初
)(聖
)(七
)(興
)(四
一

九
上
五
)

●
無
極
広
之
施
(初
)(聖
)(七
)(興
)／
無

極
広
施
(再
)(房
)／
無
極
之
施
(三
)

(宮
)(磧
)(四
一
九
中
六
)

△
皆
有
／
階
有
(初
)(聖
)(七
)(興
)(四
一

九
中
二
三
)

●
包
容
／
苞
容
(初
)(聖
)(七
)(興
)(四
二

〇
中
四
)

△
名
常
名
聞
／
名
聞
(初
)(聖
)(七
)(興
)

(四
二
〇
下
二
)

●
齎
香
著
諸
菩
薩
(再
)(房
)／
齎
著
諸
菩

薩
(初
)(聖
)(七
)(興
)／
齎
諸
香
菩
薩

(宮
)(磧
)(元
)(明
)／
齎
諸
著
菩
薩
(宋
)



こ
れ
ら
、
本
古
写
経
の
三
種
と
高
麗
蔵
初
雕
本
の
間
で
の
み
共
有
さ
れ
る
異
読
に
つ
い

て
、
そ
れ
ら
の
性
格
付
け
を
す
る
こ
と
が
難
し
い
も
の
も
含
む
け
れ
ど
も
、
△
印
を
付
し

た
も
の
に
つ
い
て
は
、
過
誤
（
エ
ラ
ー
）
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
諸
本
が
伝
承
系
統
に
お
い
て
か
な
り
近
接
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

興
味
深
い
の
は
、
管
見
の
限
り
、
巻
上
で
は
有
意
な
も
の
は
一
例
し
か
確
認
で
き
な
か

っ
た
の
に
対
し
、
巻
中
お
よ
び
巻
下
で
は
、
右
の
と
お
り
、
相
当
数
が
確
認
で
き
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
、
巻
中
お
よ
び
巻
下
に
関
す
る
限
り
、
日
本
古
写
経
の
三
種

と
高
麗
蔵
初
雕
本
は
か
な
り
近
い
関
係
に
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
日

本
古
写
経
三
種
の
う
ち
、
他
の
二
種
の
祖
（
ancestor）
に
位
置
付
け
ら
れ
る
、
聖
語
蔵

経
巻
所
収
本
で
「
唐
経
」
と
さ
れ
る
も
の
と
、
高
麗
蔵
初
雕
本
お
よ
び
そ
の
親
で
あ
る
開

宝
蔵
が
伝
承
系
統
上
か
な
り
近
い
、
と
も
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
巻
上
に
つ
い
て
は
、
右
の
両
者
、
日
本
古
写
経
の
三
種
と
高
麗
蔵
初
雕
本
の
間

に
明
確
な
近
接
関
係
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
く
、
巻
中
お
よ
び
巻
下
と
同
様
の
伝
承
系
統

を
想
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
日
本
古
写
経
三
種
の
な
か
で
も
最
も

古
い
聖
語
蔵
経
巻
、
な
ら
び
に
高
麗
蔵
初
雕
本
お
よ
び
そ
の
親
と
さ
れ
る
開
宝
蔵
の
両
者

の
い
ず
れ
か
、
あ
る
い
は
そ
の
両
方
に
つ
い
て
、
巻
上
と
他
の
二
巻
が
、
異
な
っ
た
来
歴

を
有
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
次
で
は
『
普
超
三
昧

経
』
諸
本
で
の
M
añju
rīに
相
当
す
る
訳
語
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

2

M
añju
rīに
相
当
す
る
訳
語

こ
こ
で
は
、
M
añju
rīに
相
当
す
る
訳
語
が
『
普
超
三
昧
経
』
の
諸
本
間
あ
る
い
は

同
じ
資
料
の
中
で
も
、
巻
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
に
つ
い
て
確
認
し
、
右
で
み
た
よ
う
に
、

巻
に
よ
っ
て
伝
承
系
統
が
異
な
る
可
能
性
と
の
関
連
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

『普
超
三
昧
経
』
諸
本
に
見
ら
れ
る
、
M
añju
rīに
相
当
す
る
訳
語
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

（ 58 ）

(四
二
〇
下
七
)

【巻
下
】
(二
〇
例
)

△
無
有
行
者
／
om
it(初
)(聖
)(七
)(興
)

(四
二
一
上
二
一
)

△
無
帰
趣
／
無
趣
(初
)(聖
)(七
)(興
)(四

二
一
中
一
二
)

△
無
欺
妄
／
欺
妄
(初
)(聖
)(七
)(興
)(四

二
一
中
二
二
)

△
度
塵
／
塵
度
(初
)(聖
)(七
)(興
)(四
二

二
中
二
八
)

△
以
衣
著
其
身
上
／
著
其
身
上
(初
)(聖
)

(七
)(興
)(四
二
三
上
六
)

△
無
所
見
／
所
見
(初
)(聖
)(七
)(興
)(四

二
三
中
二
四
)

△
衆
会
者
／
衆
会
(初
)(聖
)(七
)(興
)(四

二
三
中
二
八
)

△
目
前
／
前
目
(初
)(聖
)(七
)(興
)(四
二

三
下
六
)

△
察
見
／
見
察
(初
)(聖
)(七
)(興
)(四
二

三
下
一
一
)

△
無
所
得
／
無
得
(初
)(聖
)(七
)(興
)(四

二
三
下
一
二
)

●
奉
遵
／
奉
尊
(初
)(聖
)(七
)(興
)(四
二

四
中
一
一
)

●
明
智
／
明
知
(初
)(聖
)(七
)(興
)(四
二

四
下
三
)

●
吾
我
／
吾
身
(初
)(聖
)(七
)(興
)(四
二

四
下
五
)

△
受
法
教
／
天
法
教
(初
)(聖
)(七
)(興
)

(四
二
五
上
二
七
〜
二
八
)

△
黎
元
／
黎
光
(初
)(聖
)(七
)(興
)(四
二

六
中
二
五
)

●
寧
見
／
寧
見
有
(初
)(聖
)(七
)(興
)(四

二
六
中
二
七
)

△
得
為
／
為
(初
)(聖
)(七
)(興
)／
得
法

(宋
)(四
二
六
下
五
)

△
乃
／
om
it(初
)(聖
)(七
)(興
)(四
二
七

上
二
六
)

△
怨
敵
／
然
敵
(初
)(聖
)(七
)(興
)(四
二

七
下
一
二
)

●
精
修
／
精
進
修
道
(初
)(聖
)(七
)(興
)

(四
二
八
上
二
一
)



ま
ず
、
高
麗
蔵
再
雕
本
で
は
各
巻
で
M
añju
rīに
相
当
す
る
訳
語
が
異
な
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
る
。
す
で
に
何
度
か
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、
同
本
で
は
そ
の
開
板
に
際
し
て

他
本
を
用
い
て
校
訂
作
業
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
さ
ら
に
再
雕
本
の
冒
頭
に
の
み

「
軟
首
或
作
濡
首
，
或
作
溥
首
」
と
い
う
注
記
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
事
象
も
お
そ

ら
く
再
雕
本
作
成
の
際
の
改
訂
に
よ
る
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、
日
本
古
写
経
三
種
の
巻
上
で
は
「
濡
首
」
と
す
る
の
に
、
巻
中
お
よ
び
巻
下
で

は
「
溥
首
」
と
す
る
。
こ
れ
は
日
本
古
写
経
三
種
の
祖
と
目
さ
れ
る
聖
語
蔵
経
巻
に
由
来

す
る
が
、
こ
れ
は
同
本
に
お
い
て
巻
上
と
そ
れ
以
外
の
来
歴
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
可
能

性
を
示
唆
す
る
。

一
方
、
高
麗
蔵
初
雕
本
で
は
、
巻
上
で
の
み
、
M
añju
rīに
相
当
す
る
訳
語
が
「
軟

首
」
で
統
一
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
巻
中
お
よ
び
下
で
は
訳
語
が
統
一
さ
れ
て
お
ら

ず
、
こ
こ
に
掲
げ
た
三
種
の
訳
語
に
「
茜
首
」
を
加
え
た
四
種
の
訳
語
が
不
規
則
に
現
れ

る
。
こ
の
こ
と
は
高
麗
蔵
初
雕
本
お
よ
び
そ
の
元
に
な
っ
た
開
宝
蔵
に
つ
い
て
も
、
巻
上

と
そ
れ
以
外
の
巻
の
来
歴
が
異
な
っ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
ま
た
、
先
の
第
三
節

第
二
項
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
再
雕
本
に
お
け
る
改
変
の
痕
跡
が
、
巻
上
で
は
他
の
巻
よ

り
も
比
較
的
少
な
い
こ
と
と
も
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
、
江
南
諸
蔵
で
も
、
宋
代
の
思
渓
蔵
と
福
州
版
で
は
「
軟
首
」
と
す
る
の
に
、

他
本
で
は
「
濡
首
」
と
す
る
。
一
方
、
南
朝
・
梁
に
お
い
て
編
纂
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る

『
経
律
異
相
』
で
は
「
溥
首
」
と
な
っ
て
い
て
、
江
南
諸
蔵
と
は
異
な
る
訳
語
が
み
ら
れ

る(42
)。以

上
の
よ
う
に
、
M
añju
rīに
相
当
す
る
訳
語
の
相
違
に
注
目
す
る
と
、
日
本
古
写

経
三
種
の
祖
と
み
ら
れ
る
聖
語
蔵
経
巻
、
お
よ
び
高
麗
蔵
初
雕
本
（
な
ら
び
に
そ
の
底
本
の

開
宝
蔵
）
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
巻
上
と
そ
れ
以
外
の
巻
中
・
下
の
来
歴
・
背
景
が
異

な
る
可
能
性
が
窺
え
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
第
四
節
で
再
度
検
討
し
た
い
。

3

高
麗
蔵
の
二
種
と
房
山
石
経
（
契
丹
蔵
）

続
い
て
、
日
本
古
写
経
三
種
と
房
山
石
経
、
お
よ
び
高
麗
蔵
の
二
種
と
房
山
石
経
の
そ

れ
ぞ
れ
で
の
み
共
有
さ
れ
る
異
読
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
結
論
を
先
取
り
し
て
お
く
と
、

い
ず
れ
の
場
合
も
伝
承
系
統
に
お
い
て
明
確
な
近
接
関
係
を
指
摘
で
き
る
ほ
ど
の
、
有
意

な
異
読
の
共
有
関
係
は
み
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
先
に
み
た
日
本
古
写
経
三
種
と
高
麗
蔵
初
雕

本
に
お
け
る
巻
中
お
よ
び
下
で
の
近
接
関
係
が
強
調
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

ま
ず
、
高
麗
蔵
の
二
種
と
房
山
石
経
の
間
で
の
み
共
有
さ
れ
る
異
読
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。
仮
に
こ
れ
ら
の﹅

み﹅

を
見
る
な
ら
ば
、
高
麗
蔵
二
種
の
親
で
あ
る
開
宝
蔵
と
房
山
石

経
が
も
と
づ
い
た
契
丹
蔵
の
関
係
は
近
い
と
も
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
先
の
日
本
古

写
経
三
種
と
高
麗
蔵
初
雕
本
の
間
で
の
異
読
の
共
有
関
係
を
踏
ま
え
る
と
、
そ
れ
ら
よ
り

は
遠
い
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
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の
訳
語

再
雕
本
の
巻

高
麗
蔵
再
雕
本
以
外
の
他
本

多
典
籍
で
の
引
用
文
中

軟
首

巻
上

（
初
）﹇
上
記
の
巻
上
の
み
﹈

（
宋
）（
宮
）

濡
首

巻
中

（
聖
）（
七
）（
興
）﹇
以
上
三
種

の
巻
上
の
み
﹈（
房
）（
磧
）

（
元
）（
明
）

『
妙
法
蓮
華
経
文
句
』

『
宗
鏡
録
』

溥
首

巻
下

（
聖
）（
七
）（
興
）﹇
以
上
三
種

の
巻
中
と
巻
下
﹈

『
経
律
異
相
』

M
añjuśrī

表
2

『普
超
三
昧
経
』
諸
本
に
み
ら
れ
る
M
añju
rīの
訳
語
の
相
違

【巻
上
】

●
除
棄
(初
)(再
)(房
)／
降
棄
(聖
)(七
)

(興
)(三
)(宮
)(磧
)(四
〇
七
下
二
七
)

●
及
(初
)
(再
)
(房
)
／
om
it
(聖
)
(七
)



4

日
本
古
写
経
三
種
と
房
山
石
経
（
契
丹
蔵
）

次
に
日
本
古
写
経
三
種
と
房
山
石
経
の
み
で
共
有
さ
れ
る
異
読
を
掲
げ
る
。

△
を
施
し
た
用
例
に
つ
い
て
は
、
別
の
異
読
が
江
南
諸
蔵
の
み
か
つ
高
麗
蔵
二
種
の
み

に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
方
に
意
義
を
見
出
す
べ
き
用
例
と
も
言
え
る
。
そ

れ
ら
を
加
味
し
て
判
断
す
る
と
、
日
本
古
写
経
三
種
の
祖
に
位
置
す
る
聖
語
蔵
経
巻
と
房

山
石
経
が
も
と
づ
い
た
契
丹
蔵
に
つ
い
て
は
積
極
的
な
近
接
性
は
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。

第
四
節

ま
と
め
に
か
え
て
袂
袒
『
普
超
三
昧
経
』
諸
本
の
伝
承
系
統
に
関
す
る

暫
定
的
な
系
統
図
と
今
後
の
課
題

本
節
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
検
討
し
て
き
た
事
柄
を
総
括
し
、
竺
法
護
訳
『
普
超
三
昧

（ 60 ）

(興
)(三
)(磧
)(四
〇
八
上
二
九
)

●
諸
群
黎
(初
)(再
)(房
)／
衆
群
黎
(聖
)

(七
)(興
)(三
)(宮
)(磧
)(四
〇
八
中
二

一
)

●
議
告
(初
)(再
)(房
)／
告
議
(興
)(三
)

(宮
)(磧
)／
吉
議
(聖
)(七
)(四
〇
八
下

一
六
)

●
会
同
(初
)(再
)(房
)／
合
同
(聖
)(七
)

(興
)(三
)(宮
)(磧
)(四
一
〇
下
二
)

●
告
白
(初
)(再
)(房
)／
造
白
(聖
)(七
)

(興
)(三
)(宮
)(磧
)(四
一
一
中
二
〇
)

●
已
畢
(初
)(再
)(房
)／
占
畢
(聖
)(興
)

(三
)(宮
)(磧
)／
古
(↓
占
)畢
(七
)(四

一
二
中
二
〇
)

【巻
中
】

●
志
懐
(初
)(再
)(房
)／
悉
懐
(聖
)(七
)

(興
)(三
)(宮
)(磧
)(四
一
九
下
二
六
)

●
経
典
(初
)(再
)(房
)／
経
要
(聖
)(七
)

(興
)(三
)(宮
)(磧
)(四
二
五
下
二
八
)

【巻
下
】

●
欲
索
(初
)(再
)(房
)／
愛
欲
(聖
)(七
)

(興
)(三
)(磧
)／
受
欲
(宮
)(四
二
三
中

三
)

●
善
哉
善
哉
(初
)(再
)(房
)／
善
哉
善
男

子
(聖
)(七
)(興
)(三
)(宮
)(磧
)(四
二
四

中
一
五
)

●
宣
講
(初
)(再
)(房
)／
宣
讃
(聖
)(七
)

(興
)(三
)(宮
)(磧
)(四
二
五
下
二
五
)

●
呰
限
(初
)(再
)(房
)／
貲
限
(聖
)(七
)

(興
)(三
)(宮
)(磧
)(四
二
六
中
六
)

●
洹
河
沙
(初
)(再
)(房
)／
江
河
沙
(聖
)

(七
)(興
)(三
)(宮
)(磧
)(四
二
六
中
二

〇
)

●
経
典
(初
)(再
)(房
)／
典
(聖
)(七
)(興
)

(三
)(宮
)(磧
)(四
二
八
上
六
)

●
至
湊
(初
)(再
)(三
)(磧
)／
至
処
(聖
)

(七
)(興
)(房
)(四
一
〇
中
一
〇
)

●
本
無
(初
)(再
)(三
)(磧
)／
本
源
(聖
)

(七
)(興
)(房
)(四
一
〇
下
二
五
)

【巻
中
】

△
邪
反
(聖
)(七
)(興
)(房
)／
邪
支
(初
)

(再
)／
邪
友
(三
)(宮
)(磧
)(四
一
四
下

二
六
)

●
者
則
為
道
(初
)(再
)(三
)(磧
)／
則
為

道
(聖
)(七
)(興
)(房
)(四
一
六
上
六
)

△
径
路
(聖
)(七
)(興
)(房
)／
途
路
(初
)

(再
)／
塗
路
(三
)(宮
)(磧
)(四
一
九
中

一
九
)

△
鬼
神
現
(聖
)(七
)(興
)(房
)／
鬼
神
変

(初
)(再
)／
神
鬼
現
(三
)(宮
)(磧
)(四

二
〇
上
一
八
)

●
金
毗
(聖
)(七
)(興
)(房
)／
金
仳
(初
)

(再
)(宋
)(宮
)／
金
逢
(磧
)(元
)(明
)

(四
二
〇
上
一
八
)

【巻
下
】

●
不
遽
(聖
)(七
)(興
)(房
)／
不
劇
(初
)

(再
)(三
)(磧
)／
不
葵
(宮
)(四
二
六
下

一
三
)

●
莂
(初
)(再
)(三
)(磧
)／
別
(聖
)(七
)

(興
)(房
)(四
二
六
下
二
一
)

●
洗
除
(初
)(再
)(三
)(磧
)／
沈
吟
(聖
)

(七
)(興
)(房
)(宮
)(四
二
七
下
一
九
)

【巻
上
】

△
奇
珍
(聖
)(七
)(興
)(房
)／
珂
珍
(初
)

(再
)／
琦
珍
(三
)(宮
)(磧
)(四
〇
八
中

一
六
)



経
』
諸
本
の
伝
承
系
統
に
関
す
る
系
統
図
を
描
く
こ
と
を
試
み
た
い
。
た
だ
し
、
後
で
も

述
べ
る
よ
う
に
、
現
在
筆
者
の
手
元
に
あ
り
な
が
ら
も
、
現
時
点
で
調
査
を
行
え
て
い
な

い
も
の
が
数
種
類
残
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
近
い
将
来
に
調
査
を
行
う
予
定
で
あ
る
の

で
、
本
節
で
掲
げ
る
系
統
図
は
現
時
点
に
お
け
る
暫
定
的
な
も
の
と
な
る
こ
と
を
予
め
断

っ
て
お
く
。

ま
ず
、
三
巻
本
と
四
巻
本
の
伝
承
系
統
上
の
関
係
に
つ
い
て
、
改
め
て
検
討
し
て
お
く
。

第
二
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
異
読
の
共
有
関
係
か
ら
、
江
南
諸
蔵
所
収
の
四
巻
本
は

他
本
に
み
る
三
巻
本
と
は
異
な
る
系
統
に
属
す
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
一
方
、
経
録
類
の

記
録
、
特
に
最
古
の
経
録
で
あ
る
『
出
三
蔵
記
集
』
の
記
述
か
ら
は
、
四
巻
本
は
六
世
紀

は
じ
め
の
南
朝
・
梁
に
お
い
て
流
布
し
、
三
巻
本
も
別
本
と
し
て
併
存
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
以
前
の
六
世
紀
よ
り
も
前
に
、
三
巻
本
と
四
巻
本
の
伝
承
系

統
は
分
か
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

一
方
、
今
回
検
討
し
た
三
巻
本
で
も
っ
と
も
古
い
も
の
は
聖
語
蔵
経
巻
所
収
本
で
あ
り
、

早
く
と
も
六
世
紀
後
半
の
書
写
、「
唐
経
」
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

お
よ
そ
七
世
紀
か
ら
八
世
紀
に
か
け
て
の
書
写
と
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
六
世
紀
よ
り

前
に
、
三
巻
本
と
四
巻
本
が
分
岐
し
た
よ
り
も
あ
と
の
書
写
で
あ
り
、
日
本
で
十
二
世
紀

に
書
写
さ
れ
た
写
本
一
切
経
は
そ
の
系
統
を
受
け
て
い
る
。
他
の
三
巻
本
に
つ
い
て
も
、

い
ず
れ
も
十
世
紀
以
降
に
開
板
さ
れ
た
版
本
で
あ
り
、
三
巻
本
と
四
巻
本
の
分
岐
よ
り
も

確
実
に
遅
れ
る
と
み
ら
れ
る
。

次
に
、
三
巻
本
の
か
た
ち
を
と
る
諸
本
六
種
の
相
互
関
係
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
諸
本
の

来
歴
か
ら
も
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
古
写
経
三
種
と
高
麗
蔵
二
種
、
房
山
石
経
の
三

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
こ
と
が
、
異
読
の
共
有
関
係
か
ら
も
確
か
め
ら
れ
た
。

各
グ
ル
ー
プ
内
部
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
日
本
古
写
経
三
種
の
中
で
最
も
古
い
聖
語
蔵

経
巻
の
「
唐
経
」
に
分
類
さ
れ
る
も
の
が
他
の
二
種
の
祖
先
に
あ
た
る
と
み
ら
れ
る
。
ま

た
、
高
麗
蔵
の
二
種
は
と
も
に
開
宝
蔵
を
底
本
と
す
る
が
、
再
雕
本
は
契
丹
蔵
な
ど
か
ら

影
響
を
受
け
る
か
た
ち
で
改
訂
が
な
さ
て
い
る
こ
と
が
異
読
の
共
有
関
係
か
ら
も
確
か
め

ら
れ
た
。

そ
し
て
、
三
巻
本
の
か
た
ち
を
と
る
右
の
三
グ
ル
ー
プ
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
は
、
異

読
の
共
有
関
係
か
ら
、
日
本
古
写
経
三
種
と
高
麗
蔵
初
雕
本
の
間
で
、
巻
中
お
よ
び
巻
下

に
関
し
て
は
顕
著
な
近
接
関
係
が
確
認
で
き
た
も
の
の
、
巻
上
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う

な
近
接
関
係
を
み
と
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
同
時
に
、
両
者
の
巻
中
・
下
で
共
有
さ
れ

る
異
読
に
つ
い
て
は
、
過
誤
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
も
の
を
数
多
く
含
む
こ
と
か
ら
、
そ
の

近
接
関
係
は
か
な
り
近
い
と
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
他
の
グ
ル
ー
プ
同
士
で
共
有
さ
れ
る

異
読
に
つ
い
て
確
認
し
た
も
の
の
、
日
本
古
写
経
三
種
と
高
麗
蔵
初
雕
本
の
間
に
み
る
近

接
関
係
に
並
ぶ
よ
う
な
、
顕
著
な
も
の
は
他
の
グ
ル
ー
プ
間
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
M
añju
rīの
訳
語
の
相
違
に
注
目
す
る
と
、
日
本
古
写
経
三
種
お
よ
び
高
麗

蔵
初
雕
本
と
も
に
、
巻
上
と
巻
中
・
下
の
間
で
来
歴
が
異
な
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
、
本
稿
で
の
調
査
結
果
を
勘
案
し
て
考
え
う
る
可
能
性
の
ひ
と
つ
と
し

て
は
、
開
宝
蔵
が
も
と
づ
い
た
写
本
形
態
の
も
の
と
聖
語
蔵
経
巻
の
も
の
が
伝
承
系
統
の

上
で
は
か
な
り
近
い
関
係
に
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
開
宝
蔵
の
開
板
あ
る
い
は
補
修
な
ど
の

段
階
、
あ
る
い
は
写
本
形
態
の
段
階
で
、
巻
上
の
み
が
改
訂
を
受
け
た
、
と
い
う
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
高
麗
蔵
初
雕
本
で
は
、
巻
上
で
の
み
、
M
añju
rīの
訳
語
が

「
軟
首
」
に
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
、
同
再
雕
本
で
は
巻
上
で
の
訂
正
痕
が
他

の
巻
に
比
べ
て
少
な
い
こ
と
が
そ
の
可
能
性
を
支
持
す
る
。
そ
し
て
、
巻
中
・
下
で
示
す

よ
う
な
、
日
本
古
写
経
三
種
と
高
麗
蔵
初
雕
本
の
み
が
共
有
し
て
い
た
よ
う
な
異
読
に
つ

い
て
は
、
初
雕
本
の
巻
上
で
は
、
お
そ
ら
く
、
房
山
石
経
が
も
と
づ
い
た
契
丹
蔵
と
近
い

（ 61 ）



系
統
に
属
す
る
別
本
を
参
照
し
て
訂
正
さ
れ
た
、
と
推
測
で
き
る(43
)。

も
う
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
は
、
聖
語
蔵
経
巻
の
巻
上
と
巻
中
・
下
、
あ
る
い
は
そ
れ

ら
の
祖
が
も
と
も
と
は
別
々
に
流
布
し
て
い
た
も
の
が
、
あ
る
段
階
で
一
つ
と
さ
れ
、
そ

の
う
ち
、
巻
中
・
下
の
み
が
開
宝
蔵
お
よ
び
そ
の
も
と
に
な
っ
た
写
本
一
切
経
と
近
い
関

係
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
支
持
す
る
の
は
、
聖
語
蔵
経
巻

お
よ
び
他
の
日
本
古
写
経
に
お
い
て
、
M
añju
rīの
訳
語
が
巻
上
と
巻
中
・
下
の
間
で

異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
外
に
こ
の
可
能
性
を
支
持
す
る
要
素
や

現
象
が
現
時
点
で
は
見
当
た
ら
ず
、
前
者
よ
り
も
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。

現
時
点
で
考
え
う
る
右
の
よ
う
な
二
種
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
両
者
は
相
反
す
る
も

の
で
は
な
く
、
と
も
に
起
こ
り
う
る
も
の
で
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
両
者
の
う
ち
、
前
者
の

方
が
や
や
蓋
然
性
が
高
い
と
考
え
る
。
そ
れ
に
も
と
づ
く
『
普
超
三
昧
経
』
諸
本
に
関
す

る
暫
定
的
な
伝
承
系
統
図
を
掲
げ
る
と
次
の
と
お
り
と
な
る
（
図
4
）。

い
ず
れ
の
可
能
性
に
し
て
も
、『
普
超
三
昧
経
』
の
巻
中
と
巻
下
に
限
っ
て
み
た
と
き
、

聖
語
蔵
経
巻
と
開
宝
蔵
も
し
く
は
そ
れ
ら
の
祖
本
が
か
な
り
近
い
系
統
に
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
聖
語
蔵
経
巻
お
よ
び
そ
の
系
統
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
日
本
古
写

一
切
経
に
含
ま
れ
る
各
典
籍
の
来
歴
、
背
景
に
も
様
々
な
も
の
が
考
え
ら
れ
、
今
後
も
調

査
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う(44)。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
す
で
に
第
一
節
で
も
触
れ
て
き
た
よ
う
に
、
現
在
筆
者
の
手

元
に
あ
る
諸
資
料
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。
日
本
古
写
経
に
つ
い
て
は
、

高
野
山
金
剛
峯
寺
所
蔵
の
中
尊
寺
一
切
経
金
銀
交
書
写
本
お
よ
び
石
山
寺
一
切
経
に
つ
い

て
調
査
を
行
い
、
今
回
調
査
し
た
他
の
日
本
古
写
一
切
経
と
の
具
体
的
な
関
係
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
版
本
大
蔵
経
に
つ
い
て
は
、
江
南
諸
蔵
の
う
ち
、
増
上
寺
所
蔵

の
思
渓
蔵
と
普
寧
寺
蔵
、
お
よ
び
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
の
嘉
興
蔵
（
万
暦
版
）
に
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図 4 『普超三昧経』の写本・版本大蔵経の伝承系統図（暫定案)
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つ
い
て
調
査
を
進
め
、
今
回
は
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
江
南
諸
蔵
の
関
係
に
つ
い
て
も

見
直
し
て
い
き
た
い
。

以
上
の
よ
う
な
諸
本
に
つ
い
て
調
査
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
で
、
本
稿
で
暫
定
的
な
も

の
と
し
て
掲
げ
た
『
普
超
三
昧
経
』
諸
本
の
伝
承
系
統
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
に
考
察
を
加

え
て
見
直
す
と
と
も
に
、
将
来
的
に
は
諸
本
を
校
合
し
た
『
普
超
三
昧
経
』
の
校
本
を
提

示
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

註(1
)
〈阿
闍
世
王
経
〉
の
現
存
諸
本
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
阿
闍
世
王
経
の
研
究
袞
そ
の
編
纂

過
程
の
解
明
を
中
心
と
し
て
』（
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
一
二
年
）
一
頁
以
下
参
照
。
ま
た
、

近
年
発
見
さ
れ
た
同
経
梵
本
の
抄
本
に
つ
い
て
は
、
加
納
和
雄
「『
阿
闍
世
王
経
』
抄
本
の
梵

文
写
本
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
四
巻
三
号
、
二
〇
一
五
年
）
参
照
。

(2
)
竺
法
護
の
翻
訳
活
動
に
つ
い
て
は
河
野
訓
『
初
期
漢
訳
仏
典
の
研
究
袞
竺
法
護
を
中
心
と

し
て
』（
皇
學
館
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
六
年
）
お
よ
び
D
anielBoucher
“D
harm
araks.a

and
the
T
ransm
ission
ofBuddhism
to
China”(A
sia
M
ajor,T
H
IRD
SERIES,V
ol.

19,N
o.1/2,2006）
に
詳
し
い
。

(3
)
大
正
新
脩
大
蔵
経
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
、
先
行
す
る
大
日
本
校
訂
大
蔵
経
（
縮
蔵
）
が
大

き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
、
船
山
徹
「
漢
語
仏
典
袞
そ
の
初
期
の
成
立
状
況
を
め
ぐ
っ

て
」（『
漢
籍
は
お
も
し
ろ
い
』（
京
大
人
文
研
漢
籍
セ
ミ
ナ
ー
一
）、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
に
詳

し
い
。

(4
)
経
録
類
に
お
け
る
記
述
に
つ
い
て
は
本
稿
第
二
節
第
二
項
参
照
。
特
に
『
開
元
釈
教
録
』

に
は
「
或
上
加
「
文
殊
師
利
」
字
」
と
い
う
文
言
が
確
認
で
き
る
。

(5
)
『普
超
三
昧
経
』
で
は
全
体
で
十
三
品
に
分
節
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
〈
阿
闍
世
王
経
〉

の
他
本
に
は
み
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
か
ら
、
訳
者
の
竺
法
護
が
独
自
に
章
（
品
）
を
設
け
た

可
能
性
が
高
い
、
と
考
え
る
（
前
掲
拙
著
参
照
）。
三
巻
本
、
四
巻
本
と
も
、
次
の
よ
う
に
、

品
の
切
れ
目
で
巻
が
分
か
れ
る
。

●
【
三
巻
本
】
巻
上
：
第
三
品
ま
で
、
巻
中
：
第
九
品
ま
で
、
巻
三
：
第
十
三
品
ま
で

●
【
四
巻
本
】
巻
第
一
：
第
三
品
ま
で
、
巻
第
二
：
第
八
品
ま
で
、
巻
第
三
：
第
十
品
ま
で
、

巻
第
四
：
第
十
三
品
ま
で

三
巻
本
の
巻
上
お
よ
び
四
巻
本
の
巻
第
一
の
範
囲
は
一
致
す
る
が
、
他
巻
の
切
れ
目
は
異
な

る
。
そ
れ
以
降
の
巻
で
は
基
本
的
に
、
四
巻
本
の
ほ
う
が
一
巻
あ
た
り
の
長
さ
は
短
い
。

(6
)
聖
語
蔵
経
巻
に
残
さ
れ
た
奈
良
朝
写
経
の
大
部
分
を
占
め
る
の
は
、
光
明
皇
后
発
願
「
五

月
一
日
経
」
お
よ
び
称
徳
天
皇
発
願
「
神
護
景
雲
二
年
御
願
経
」
と
み
ら
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、

後
者
に
つ
い
て
は
願
文
を
そ
な
え
る
四
巻
以
外
に
つ
い
て
は
、
別
の
奈
良
朝
一
切
経
で
、
宝
亀

年
間
に
書
写
さ
れ
た
と
さ
れ
る
「
今
更
一
部
一
切
経
」
と
み
ら
れ
る
こ
と
が
最
近
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。
飯
田
剛
彦
「
聖
語
蔵
経
巻
「
神
護
景
雲
二
年
御
願
経
」
に
つ
い
て
」（『
正
倉
院
紀

要
』
三
四
号
、
二
〇
一
二
年
）
参
照
。

(7
)
赤
尾
栄
慶
「
聖
語
蔵
経
巻
管
見
袞
調
査
報
告
に
か
え
て
」（『
正
倉
院
紀
要
』
三
二
号
、
二

〇
一
〇
年
）
参
照
。

(8
)
｢東
大
寺
印
」
に
つ
い
て
は
、
田
中
史
生
「「
東
大
寺
印
」
と
「
造
東
寺
印
」
袞
正
倉
院
文

書
の
分
析
か
ら
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
七
九
、
一
九
九
九
年
）
参
照
。

(9
)
七
寺
一
切
経
に
つ
い
て
は
、
七
寺
一
切
経
保
存
会
編
『
尾
張
史
料

七
寺
一
切
経
目
録
』

（
七
寺
一
切
経
保
存
会
、
一
九
六
八
年
）
や
牧
田
諦
亮
監
修
・
落
合
俊
典
編
「
七
寺
古
逸
経
典

研
究
叢
書
」
な
ど
を
参
照
。

(10
)
｢日
本
古
写
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
http://w
w
w
.icabs.ac.jp/research/koshakyo）

(11
)
昨
年
度
二
〇
一
七
年
度
に
口
頭
研
究
発
表
を
行
な
っ
た
際
に
は
、
落
合
先
生
よ
り
、
こ
の

「
勝
本
」
と
い
う
表
記
に
つ
い
て
、「
法
勝
寺
本
」
を
指
す
可
能
性
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
、
と

い
う
指
摘
を
受
け
、
筆
者
自
身
も
そ
の
可
能
性
を
考
え
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
し
そ
う
で
あ

る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
に
明
記
す
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
普
通
名

詞
と
考
え
て
「
優
れ
た
（
別
）
本
」
と
い
う
意
味
で
解
釈
す
る
。
七
寺
一
切
経
の
書
写
に
あ
た

っ
て
、
法
勝
寺
に
所
蔵
さ
れ
た
一
切
経
の
一
部
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
落
合
俊
典

「
平
安
時
代
に
お
け
る
入
蔵
録
と
章
疏
目
録
に
つ
い
て
」（
落
合
俊
典
編
『
中
國
・
日
本
經
典
章

疏
目
録
』（
七
寺
古
逸
経
典
研
究
叢
書

第
六
巻
）、
大
東
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
参
照
。
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(12
)
興
聖
寺
一
切
経
に
つ
い
て
は
、
京
都
府
教
育
委
員
会
編
『
興
聖
寺
一
切
経
調
査
報
告
書
』

（
京
都
府
古
文
書
調
査
報
告
書
第
一
三
集
、
京
都
府
教
育
委
員
会
、
一
九
九
八
年
）
所
収
の
報

告
書
、
諸
論
文
に
詳
し
い
。

(13
)
前
掲
報
告
書
、
一
〇
六
頁
参
照
。

(14
)
中
尊
寺
金
銀
交
書
一
切
経
（
国
宝
）
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
高
野
山
霊
宝
館
で
管
理
、
所

蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
全
巻
フ
ィ
ル
ム
撮
影
さ
れ
た
も
の
が
京
都
国
立
博
物
館
に
て
管
理

さ
れ
て
い
る
。
幸
い
に
し
て
、
所
蔵
者
の
高
野
山
金
剛
峯
寺
よ
り
高
野
山
霊
宝
館
を
と
お
し
て

複
写
利
用
の
許
可
を
い
た
だ
き
、
京
都
国
立
博
物
館
に
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
、
紙
焼
き
資
料

を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
に
記
し
て
関
係
者
に
謝
意
を
表
す
る
。
石
山
寺
一
切
経
に

つ
い
て
は
、
同
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
聖
教
類
と
と
も
に
長
年
に
わ
た
っ
て
調
査
を
進
め
て
お
ら
れ

る
、
石
山
寺
綜
合
調
査
団
、
特
に
団
長
の
奥
田
勲
先
生
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
奈
良
文
化

財
研
究
所
で
撮
影
し
た
も
の
の
紙
焼
き
資
料
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

こ
ち
ら
に
関
し
て
も
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
な
お
、
同
じ
よ
う
に
平
安
末
期
か
ら
鎌

倉
期
に
か
け
て
書
写
・
整
備
・
編
纂
さ
れ
た
写
本
一
切
経
で
あ
る
、
法
隆
寺
一
切
経
に
も
『
普

超
三
昧
経
』
が
現
存
す
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
が
、
こ
ち
ら
は
ま
だ
入
手
で
き
て
い
な
い
。

(15
)
日
本
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
高
麗
蔵
再
雕
本
に
つ
い
て
は
、
馬
場
久
幸
著
『
日
韓
交
流
と
高

麗
版
大
蔵
経
』（
法
蔵
館
、
二
〇
一
六
）
に
お
い
て
詳
細
に
調
査
、
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
同
書
に
お
い
て
、
日
本
に
現
存
す
る
高
麗
蔵
再
雕
本
の
な
か
で
最
も
印
刷
が
古
い

版
本
と
み
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
、
大
谷
大
学
所
蔵
本
（
元
は
厳
島
神
社
蔵
本
と
み

ら
れ
る
）
に
つ
い
て
は
、
同
大
学
図
書
館
の
ご
協
力
の
も
と
、
デ
ジ
タ
ル
撮
影
し
た
も
の
を
紙

焼
き
の
か
た
ち
で
譲
っ
て
い
た
だ
け
た
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
調
査
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

(16
)
江
戸
時
代
に
建
仁
寺
所
蔵
の
高
麗
蔵
再
雕
本
と
鉄
眼
版
（
黄
檗
版
）
全
体
の
校
合
を
な
し

た
人
物
と
し
て
は
法
然
院
忍
澂
と
丹
山
順
芸
が
知
ら
れ
る
。
前
者
、
法
然
院
忍
澂
の
校
合
本
に

つ
い
て
は
、
明
治
期
に
刊
行
さ
れ
た
「
日
本
校
訂
大
蔵
経
」（
卍
正
蔵
）
の
底
本
と
さ
れ
た
。

丹
山
順
芸
の
校
合
本
は
、
そ
の
複
本
が
東
本
願
寺
に
納
め
ら
れ
た
が
、
現
在
は
大
谷
大
学
図
書

館
に
所
蔵
さ
れ
る
。

(17
)
房
山
石
経
の
石
刻
年
代
に
つ
い
て
は
、
陳
燕
珠
『
房
山
石
経
中
遼
末
与
金
代
刻
経
之
研

究
』（
覚
苑
文
教
基
金
会
、
一
九
九
五
）
に
よ
る
。
ま
た
、
日
本
語
で
書
か
れ
た
総
論
・
各
論

に
お
よ
ぶ
先
駆
的
な
研
究
と
し
て
は
氣
賀
澤
保
規
編
『
中
国
仏
教
石
経
の
研
究
袞
房
山
雲
居
寺

石
経
を
中
心
に
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
一
九
九
六
年
）
が
あ
る
。
契
丹
蔵
に
つ
い
て
は
、

竺
沙
雅
章
「
契
丹
大
蔵
経
小
考
」（『
宋
元
仏
教
文
化
史
研
究
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
、

初
出
一
九
七
八
年
）
な
ど
参
照
。

(18
)
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
福
州
版
大
蔵
経
の
来
歴
に
つ
い
て
は
、
中
村
一
紀
「
書
陵
部
所
蔵
宋
版

一
切
経
の
来
歴
に
つ
い
て
、
そ
の
印
造
か
ら
現
代
ま
で
」（
田
島
公
編
『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研

究
』
第
二
輯
、
二
〇
〇
六
年
）
に
詳
し
い
。

(19
)
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
宋
版
一
切
経
全
般
に
関
す
る
最
新
の
研
究
と
し
て
は
、
大
塚
紀
弘

『
日
宋
貿
易
と
仏
教
文
化
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
）
所
収
の
「
第
三
章

宋
版
一
切
経

の
輸
入
と
受
容
」
が
あ
り
、
そ
れ
に
日
本
に
渡
来
し
た
記
録
の
あ
る
宋
版
一
切
経
に
つ
い
て
、

先
行
研
究
を
含
め
て
ほ
ぼ
網
羅
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

(20
)
船
山
前
掲
論
文
参
照
。

(21
)
宮
内
庁
蔵
福
州
版
は
http://db.sido.keio.ac.jp/kanseki/T
_bib_body.php?no=0070

75
で
閲
覧
で
き
る
。
ち
な
み
に
、
同
サ
イ
ト
は
「
宮
内
庁
書
陵
部
収
蔵
漢
籍
集
覧
袞
書
誌
書

影
・
全
文
影
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
http://db.sido.keio.ac.jp/kanseki/T
_bib_search.

php）
の
一
部
で
あ
り
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
所
蔵
さ
れ
る
貴
重
な
漢
籍
資
料
群
が
現
在
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
閲
覧
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

(22
)
杏
雨
書
屋
蔵
本
に
つ
い
て
は
、
古
泉
圓
順
『
杏
雨
書
屋
蔵

磧
砂
版
大
蔵
経
目
録
』（
武

田
科
学
振
興
財
団
、
二
〇
一
七
年
〜
）
に
詳
し
い
。

(23
)
明
代
以
降
の
版
本
大
蔵
経
に
つ
い
て
は
、
野
沢
佳
美
『
明
代
大
蔵
経
史
の
研
究
袞
南
蔵
の

歴
史
学
的
基
礎
研
究
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
）
が
詳
し
い
。
ま
た
、
同
『
印
刷
漢
文
大

蔵
経
の
歴
史
袞
中
国
・
高
麗
篇
』（
シ
リ
ー
ズ
・
ア
タ
ラ
ク
シ
ア
V
ol.3、
立
正
大
学
情
報
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
五
年
）
は
、
図
版
も
豊
富
で
、
中
国
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
印
刷

大
蔵
経
の
歴
史
、
概
要
を
知
る
上
で
至
便
で
あ
る
。

(24
)
増
上
寺
所
蔵
の
思
渓
蔵
と
普
寧
寺
蔵
に
つ
い
て
は
、
大
正
蔵
編
纂
の
際
に
対
校
本
と
し
て

用
い
ら
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
現
在
は
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、
一
般
に
閲
覧
す
る
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こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
の
両
本
に
関
し
て
は
浄
土
宗
綜
合
研
究
所
の
柴
田
泰
山
師
よ
り
格

別
の
ご
配
慮
と
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
デ
ジ
タ
ル
撮
影
し
た
も
の
を
利
用
さ
せ
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
の
嘉
興
蔵
に
つ

い
て
は
現
在
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
画
像
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
https://dzkim
gs.

l.u-tokyo.ac.jp/kkz/）。

(25
)
版
本
大
蔵
経
が
三
種
の
系
統
に
分
か
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
古
く
は
禿
氏
祐
祥
「
大
蔵

経
の
宋
本
、
契
丹
本
並
に
高
麗
本
の
系
統
」（
仏
誕
二
千
五
百
年
記
念
学
会
編
『
仏
教
学
の
諸

問
題
』
岩
波
書
店
、
一
九
三
五
年
）
で
指
摘
さ
れ
、
竺
沙
雅
章
「
漢
訳
大
蔵
経
の
歴
史
袞
写
経

か
ら
刊
経
へ
」（『
宋
元
仏
教
文
化
史
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
一
九
九
三
年
）

に
よ
っ
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

(26
)
竺
沙
前
掲
論
文
参
照
。
た
だ
し
、
険
峻
な
山
々
に
隔
て
ら
れ
た
四
川
地
方
は
、
確
か
に
、

中
央
か
ら
み
て
辺
境
に
位
置
す
る
も
の
の
、
唐
末
の
戦
乱
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
に
、
中
央
の

文
化
人
が
多
く
移
住
し
、
比
較
的
水
準
の
高
い
文
化
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
た
め
に
、

宋
太
祖
・
趙
匡
胤
に
よ
っ
て
、
史
上
初
の
大
蔵
経
の
開
板
事
業
が
こ
の
地
方
に
課
せ
ら
れ
た
と

い
う
事
情
も
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
開
宝
蔵
は
四
川
で
開
板
さ
れ
た
も

の
と
は
い
え
、
そ
れ
が
も
と
づ
い
た
写
本
一
切
経
に
つ
い
て
は
、
蜀
（
四
川
）
地
方
に
伝
わ
っ

た
も
の
か
、
あ
る
い
は
中
央
か
ら
運
ん
だ
も
の
か
も
わ
か
っ
て
い
な
い
。
勅
命
に
よ
っ
て
制
作

さ
れ
た
勅
版
と
い
う
事
情
も
考
え
る
と
、
後
者
の
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。

(27
)
近
年
、
日
本
の
古
写
一
切
経
や
複
数
の
刊
本
大
蔵
経
資
料
を
用
い
た
、
批
判
的
な
研
究
が

な
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
着
実
な
成
果
を
生
み
出
し
て
い
る
。
本
研
究
紀
要
の
先
行
巻
号
所
収
の
諸

論
考
は
言
う
に
及
ば
ず
、
特
定
の
典
籍
に
関
す
る
優
れ
た
成
果
と
し
て
は
、
船
山
徹
『
東
ア
ジ

ア
仏
教
の
生
活
規
則
梵
網
経
袞
最
古
の
形
と
発
展
の
歴
史
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
七
年
）、
同

“T
he
Fanw
ang
jing
(ScriptureofBrahm
a’sN
et)
in
the
FirstEdition
ofthe
K
orean

Canon:A
Prelim
inary
Survey,”(ZIN
BU
N
45、
二
〇
一
五
年
）、
池
麗
梅
「『
続
高
僧
伝
』

研
究
序
説
袞
刊
本
大
蔵
経
本
を
中
心
と
し
て
」（『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
十
八
号
、

二
〇
一
三
年
）
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

(28
)
た
だ
し
、
奈
良
朝
か
ら
平
安
中
期
に
か
け
て
、
中
国
か
ら
写
本
一
切
経
全
体
が
ま
と
め
て

も
た
ら
さ
れ
た
記
録
は
な
く
、
遣
隋
使
、
遣
唐
使
な
ど
で
派
遣
さ
れ
た
僧
侶
や
役
人
、
文
人
ら

に
よ
っ
て
、
個
別
に
収
集
さ
れ
て
、
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
を
、
経
録
な
ど
を
も
と
に
集

成
さ
れ
る
か
た
ち
で
、
日
本
で
は
一
切
経
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
実
際
、

代
表
的
な
奈
良
朝
一
切
経
で
あ
る
「
五
月
一
日
経
」
は
、
最
終
的
に
は
七
千
巻
を
超
え
た
と
さ

れ
、
当
時
、
標
準
と
さ
れ
て
い
た
『
開
元
釈
教
録
』
記
載
の
「
五
〇
四
八
巻
」
を
大
き
く
超
え

る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
日
本
で
は
一
切
経
に
入
れ
る
べ
き

典
籍
か
ど
う
か
の
判
断
を
し
か
ね
、
中
国
撰
述
の
仏
典
も
含
め
て
、
伝
わ
っ
た
仏
典
す
べ
て
を

書
写
し
た
こ
と
に
よ
る
巻
数
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
中
国
で
編
纂
さ
れ
て

い
た
一
切
経
の
具
体
的
な
全
体
像
が
つ
か
め
ず
に
、「
正
規
の
」
一
切
経
の
セ
ッ
ト
は
ま
だ
揃

っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
平
安
中
期
に
至
る
ま
で
、
最
澄
、
空
海
ら
、
入

唐
八
家
に
よ
る
請
来
目
録
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
個
人
に
よ
る
仏
典
の
将
来
は
継
続
さ
れ
、

日
本
に
お
け
る
一
切
経
の
拡
充
・
収
集
は
図
ら
れ
続
け
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
終
止
符
を
打

つ
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
奝
然
に
よ
る
開
宝
蔵
の
請
来
で
あ
り
、
は
じ
め
て
日
本
に
セ
ッ
ト
と

し
て
の
一
切
経
・
大
蔵
経
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

(29
)
以
下
、『
普
超
三
昧
経
』
に
お
け
る
異
読
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
大
正
蔵
第
一

五
巻
に
お
け
る
頁
数
を
表
記
す
る
。
先
に
断
っ
た
よ
う
に
、
現
時
点
で
は
直
接
参
照
で
き
て
い

な
い
、
宋
・
思
渓
蔵
、
元
・
普
寧
寺
蔵
、
明
・
嘉
興
蔵
の
異
読
に
つ
い
て
は
大
正
蔵
記
載
の
も

の
に
よ
る
。
ま
た
、（
三
）
と
い
う
の
は
右
の
江
南
諸
蔵
三
種
を
指
す
。

(30
)
以
下
、
経
録
で
の
記
述
を
列
挙
す
る
際
に
冒
頭
に
付
す
記
号
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
。

◉
三
巻
本
と
四
巻
本
の
両
方
の
記
載
が
確
認
で
き
る
用
例

◯
四
巻
本
の
み
の
記
載
が
確
認
で
き
る
用
例

●
三
巻
本
の
み
の
記
載
が
確
認
で
き
る
用
例

ア
ス
テ
リ
ス
ク
を
付
し
た
も
の
は
、
経
巻
の
現
物
を
確
認
し
て
い
な
い
と
類
推
さ
れ
る
記
述

で
あ
る
。

(31
)
『出
三
蔵
記
集
』
が
よ
っ
た
と
こ
ろ
の
、
最
初
の
経
録
と
さ
れ
て
い
る
、
道
安
撰
『
綜
理

衆
経
目
録
』（
通
称
、
道
安
録
）
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
そ
の
巻
数
が
一
巻
と
い
う
こ
と
か
ら
、

巻
数
な
ど
の
表
記
も
な
く
、
非
常
に
簡
潔
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
見
方
も
な
さ
れ
て
い
る
。
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林
屋
友
次
郎
「
隋
代
経
録
に
関
す
る
研
究
」（
宮
本
正
尊
編
、
常
盤
博
士
還
暦
記
念
『
仏
教
論

叢
』、
弘
文
堂
書
房
、
一
九
三
三
年
）
参
照
。
以
下
で
検
討
す
る
経
録
の
性
格
な
ど
に
つ
い
て

は
同
論
文
お
よ
び
小
野
玄
妙
『
仏
教
経
典
総
論
』（
仏
書
解
説
大
辞
典
別
巻
、
大
東
出
版
社
、

一
九
三
六
年
）、
岡
部
和
雄
「
入
蔵
録
の
比
較
研
究
袞
『
仁
寿
録
』『
内
典
録
』『
静
泰
録
』
に

つ
い
て
」（
中
村
元
博
士
還
暦
記
念
会
編
、
中
村
元
博
士
還
暦
記
念
論
集
『
イ
ン
ド
思
想
と
仏

教
』、
春
秋
社
、
一
九
七
三
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

(32
)
た
だ
し
、
不
審
な
点
と
し
て
『
翻
梵
語
』
に
記
さ
れ
て
い
る
語
彙
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

『
普
超
三
昧
経
』
に
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、『
翻
梵
語
』
の
編
者
が
見
た

同
経
四
巻
本
の
テ
キ
ス
ト
と
現
行
の
も
の
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

(33
)
大
内
文
雄
「『
大
周
刊
定
衆
経
目
録
』
の
成
立
と
訳
経
組
織
袞
訳
経
従
事
者
の
所
属
寺
院

を
中
心
と
し
て
」（
落
合
俊
典
編
『
中
国
・
日
本
経
典
章
疏
目
録
』（
七
寺
古
逸
経
典
研
究
叢
書

第
六
巻
）、
大
東
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
参
照
。

(34
)
竺
沙
前
掲
論
文
「
契
丹
大
蔵
経
小
考
」
お
よ
び
方
廣
錩
『
中
国
写
本
大
蔵
経
研
究
』（
上

海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
参
照
。

(35
)
『普
超
三
昧
経
』
の
巻
数
に
つ
い
て
は
、
六
世
紀
の
『
出
三
蔵
記
集
』
に
現
れ
る
も
の
が

最
古
で
あ
り
、
そ
の
時
点
で
三
巻
本
と
四
巻
本
が
併
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
い
ず
れ
が
本
来
的

な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
は
不
明
と
し
て
お
く
ほ
か
な
い
。
た
だ
し
、
基
本

的
に
漢
訳
経
典
で
は
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
一
巻
あ
た
り
の
長
さ
が
短
く
な
る
傾
向
が
み
と

め
ら
れ
る
の
で
、
四
巻
本
の
ほ
う
が
時
代
が
下
っ
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
が
、
確
か
な
証
拠
は
現
時
点
で
は
見
出
せ
な
い
。

(36
)
例
え
ば
小
野
前
掲
書
七
八
二
頁
。
ま
た
、
野
沢
佳
美
前
掲
書
『
印
刷
漢
文
大
蔵
経
の
歴

史
』
の
本
文
に
は
そ
の
よ
う
な
記
述
は
な
い
が
、
同
書
七
九
頁
に
掲
げ
ら
れ
た
版
本
大
蔵
経
の

系
統
図
で
は
、
江
南
諸
蔵
は
開
宝
蔵
の
系
統
を
受
け
て
い
る
よ
う
に
描
か
れ
た
図
が
み
ら
れ
る
。

(37
)
こ
の
可
能
性
つ
い
て
は
、
竺
沙
前
掲
論
文
「
契
丹
大
蔵
経
小
考
」
や
池
前
掲
論
文
「「『
続

高
僧
伝
』
研
究
序
説
」
な
ど
で
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

(38
)
方
廣
錩
（
藤
井
律
之
訳
）「
漢
文
大
蔵
経
の
定
義
、
時
期
区
分
お
よ
び
そ
の
特
徴
」（『
中

国
宗
教
文
献
研
究
』、
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）
参
照
。

(39
)
現
時
点
で
全
て
を
数
え
上
げ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
相
対
的
に
興
聖
寺
一
切
経
の
ほ
う
が

単
独
の
異
読
は
少
な
く
、
七
寺
一
切
経
の
も
の
よ
り
は
良
本
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
か
。
筆
致
に
つ
い
て
は
、
第
一
節
で
み
た
よ
う
に
、
七
寺
本
の
方
が
全
体
的
に
筆
致
は
丁

寧
で
あ
っ
て
も
、
興
聖
寺
本
の
ほ
う
が
良
本
の
伝
承
系
統
を
伝
え
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ

れ
ぞ
れ
の
底
本
と
な
っ
た
資
料
の
影
響
も
大
き
い
。

(40
)
高
麗
蔵
再
雕
本
の
底
本
に
つ
い
て
は
最
新
の
成
果
と
し
て
、
柳
富
鉉
（
中
野
耕
太
訳
）

「
高
麗
大
蔵
経
に
つ
い
て
の
新
た
な
見
解
」（
大
高
洋
司
・
陳
捷
編
『
日
韓
の
書
誌
学
と
古
典

籍
』（
ア
ジ
ア
遊
学
一
八
四
）、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
が
あ
る
が
、
高
麗
蔵
再
雕
本
の
大

半
は
開
宝
蔵
を
底
本
と
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
の
検
討
は
そ
の
説
を
裏
付
け

る
も
の
で
あ
る
。

(41
)
以
下
の
調
査
で
は
高
麗
大
蔵
経
研
究
所
（
http://kb.sutra.re.kr/ritk_eng/index.do）

で
公
開
さ
れ
て
い
る
再
雕
本
の
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
。

(42
)
ち
な
み
に
、
い
ず
れ
の
M
añju
rīの
訳
語
が
『
普
超
三
昧
経
』
に
お
い
て
は
本
来
的
な

も
の
で
あ
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著
で
も
調
査
し
た
よ
う
に
、「
溥
首
」
と
い

う
訳
語
が
竺
法
護
の
訳
出
典
籍
に
特
有
の
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、『
普
超
三
昧
経
』
と
同
年

に
訳
出
さ
れ
た
と
さ
れ
る
『
光
讃
経
』『
正
法
華
経
』『
持
心
梵
天
所
問
経
』
で
も
「
溥
首
」
と

い
う
訳
語
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
訳
語
が
本
来
的
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
一

方
で
、
高
麗
蔵
初
雕
本
に
み
る
よ
う
に
、
本
来
は
、
同
一
典
籍
の
な
か
で
も
、
統
一
が
な
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

(43
)
た
だ
し
、
表
二
で
示
し
た
よ
う
に
、
房
山
石
経
本
（
底
本
は
契
丹
蔵
）
で
み
ら
れ
る

M
añju
rīの
訳
語
は
「
濡
首
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
高
麗
蔵
初
雕
本
の
巻
上
で
み
ら
れ
る

訳
語
は
「
軟
首
」
で
あ
り
、
思
渓
蔵
・
福
州
版
に
確
認
で
き
る
訳
語
と
共
通
す
る
。
こ
れ
だ
け

に
着
目
す
れ
ば
、
初
雕
本
の
巻
上
は
江
南
諸
蔵
の
四
巻
本
の
系
統
を
参
照
し
て
訂
正
さ
れ
た
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
巻
数
構
成
の
違
う
江
南
系
の
も
の
を
参
照
し
た
と
考
え
る
よ
り

も
、
巻
数
構
成
も
同
じ
で
、
あ
る
程
度
の
近
接
性
も
確
認
で
き
て
い
る
契
丹
蔵
に
近
い
系
統
を

参
照
し
た
と
考
え
て
お
く
方
が
穏
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
別
の
可
能
性
と
し
て
は
、
初
雕
本

の
巻
上
全
体
が
別
系
統
の
も
の
と
入
れ
替
わ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
は
当

（ 66 ）



該
の
別
系
統
と
顕
著
な
近
接
性
を
示
す
は
ず
で
、
そ
れ
が
確
認
で
き
て
い
な
い
限
り
、
巻
上
に

つ
い
て
他
本
を
用
い
た
改
訂
と
い
う
可
能
性
を
考
え
て
お
い
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。

(44
)
例
え
ば
、
竺
沙
前
掲
論
文
「
漢
訳
大
蔵
経
の
歴
史
袞
写
経
か
ら
刊
経
へ
」
で
は
、
特
定
の

典
籍
に
関
し
て
は
、
聖
語
蔵
経
巻
が
契
丹
蔵
に
近
い
読
み
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て

お
り
、
本
稿
で
の
検
討
結
果
と
は
異
な
る
。
先
に
も
注
記
し
た
よ
う
に
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安

時
代
中
期
に
至
る
ま
で
、
日
本
に
は
一
切
経
・
大
蔵
経
は
セ
ッ
ト
と
し
て
、
ま
と
め
て
も
た
ら

さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
主
に
唐
土
に
お
い
て
個
人
が
収
集
し
た
経
巻
を
集
成

す
る
か
た
ち
で
、
日
本
で
は
一
切
経
の
セ
ッ
ト
の
構
築
、
拡
充
が
図
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
よ

っ
て
、
奈
良
時
代
以
降
に
日
本
で
書
写
さ
れ
た
写
本
一
切
経
も
、
各
典
籍
ご
と
に
様
々
な
背
景

や
来
歴
、
事
情
を
抱
え
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
十
分
に
予
想
さ
れ
る
。

（ 67 ）


